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財団法人大阪府男女共同参画推進財団の概要

1　設立日的

財団法人大阪府男女共同参画推進財団は､男女の自立とあらゆる分野-の対等な

参加･参画を促進し､行政並びに府民･民間団体等が連携した多様な活動を効果的に

推進するために､中心的な役割を果たすとともに､各種事業及びドーンセンターの管

理運営を行うこと等により男女共同参画社会の実現に寄与することを目的とする｡

2　設立年月日

平成6年4月1日

3　基本財産

1億円

4　財団の事務所

大阪市中央区大手前1丁目3番4 9号

5　運営の基本理念と目的(平成16年3月改定)

｢男女が対等な立場で､あらゆる分野-参加･参画することができる社会の創造｣

を基本理念とし､社会的･経済的な男女格差の是正､女性のエンパワーメントのため

の総合的な支援施設としての役割を果たしていくことを目的とする｡

6　運営の方針(平成16年3月改定)

<3つのC>

continue　　男女共同参画の理念を｢継続J L

collaborate NPOや民間団体､企業などと｢協働｣しながら

change　　　男女共同参画を阻む社会システムや慣行を｢変革｣する事業を展開する
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7　組披体制

8　主要事業

( 1 )女性に関する情報の収集及び提供に関する事業

(2)女性の抱える問題に関する相談事業

(3)啓発学習事業

(4)女性に対する暴力対策･民間等人材養成支援事業

(5)女性の能力開発･ネットワークに関する事業

(6)調査研究事業

(7)文化表現事業

(8)国際交流事業

(9)協催事業

(10)広報事業

(ll)一時保育事業

(12)施設の管理運営の受託事業
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9　財団のあゆみ
I 6. 4. 1財団設立(理事長:谷川秀善　事務所:大阪府立婦人会館内)

･　6. 5.11第1回理事会開催

･　6. 6.18　財団設立記念イベント(ウイメンズフォーラム)の開催

･　6. 6.20　第2回理事会開催(理事長に吉沢健就任)

･　6, 7.29　ドーンセンター(大阪府立女性総合センター)竣工

･ 6. 8. 8　大阪府から財団-施設引き継ぎ

･　6. 8.29　財団事務所移転(ドーンセンター内)

･ 6.10.27　第1回ドーンセンター運営推進委員会開催

･　6.ll. 7　開館記念式典

･　6.ll.11オープニングイベント開催(～ll.13)

･ 6.ll.26　大阪国際女性フォーラム開催(～ll.27)

･ 7. 2.27　第2回ドーンセンター運営推進委員会開催

･　7. 3.17　第3回理事会開催

･　7. 6.29　第4回理事会開催

･　7. 7.17　第3回ドーンセンター運営推進委員会開催

･　7.ll.10　ドーンフェスティハヾル(1周年事業)の開催(～ll.12)

･　7.ll.30　第4回ドーンセンター運営推進委員会開催

･ 8. 2.29　第5回ドーンセンター運営推進委員会開催

･　8. 3.28　第5回理事会開催

･ 8. 6.21第6回理事会開催

･　8. 7.15　第6回ドーンセンター運営推進委員会開催

･　8.ll. 8　ドーンフェスティ′ヾルの開催(～ll.10)

･　8.12.16　第7回ドーンセンター運営推進委員会開催

･ 8.12.19　開館以来来館者100万人突破

･　9. 2.24　第8回ドーンセンター運営推進委員会開催

･ 9. 3.28　第7回理事会開催

･　9. 6.24　第8回理事会開催

･　9. 7.16　第9回ドーンセンター運営推進委員会開催

･ 9. 7.31第9回理事会開催

･ 9.10.21第10回理事会開催(理事長に松鹿屋慎二就任)

･　9.10.27　ドーンセンター運営推進委員会施設運営部会開催

･ 9. 10.28　ドーンセンター運営推進委員会事業推進部会開催

･　9.ll. 7　ドーンフェスティハ～ルの開催(～ll.8)

9. 12.26

10. 2.23

10. 3.28

10. 4.16

10. 6.26

10. 7.24

第11回理事会開催

第10回ドーンセンター運営推進委員会開催

第12回理事会開催

第13回理事会開催

第14回理事会開催

第11回ドーンセンター運営推進委員会開催
10.ll. 6　ドーンフェスティハ■ルの開催(～ll.7)

10.12. 8　第12回ドーンセンター運営推進委員会開催

ll. 2.26　第13回ドーンセンター運営推進委員会開催

ll. 3.18　第15回理事会開催

ll. 5. 1第16回理事会開催

ll. 6.21第17回理事会開催

ll. 7.16　第14回ドーンセンター運営推進委員会開催

ll. 8.31第18回理事会開催(理事長に木村良樹就任)

ll.10. 4　ドーンセンター運営推進委員会施設運営部会開催
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ll. 10. 7　ドーンセンター運営推進委員会事業推進部会開催

ll. ll. 11ドーンフェスティハJル(女性センターフォーラム)の開催(～ll. ll)

12. 2.24　第15回ドーンセンター運営推進委員会開催

12. 3.31第19回理事会開催

12. 4.23　平成12年｢女性週間全国会議｣開催(～4.24)

12. 5. 2　第20回理事会開催

12. 6.26　第21回理事会開催

12. 7. 3　第16回ドーンセンター運営推進委員会開催

12. 8.31第22回理事会開催(理事長に梶本徳彦就任)

12. 9.26　第23回理事会開催

12.ll. 9　ド-ン7ェステイハJル(男女共同参画7オうム)の開催(～ll.10)

12.ll.21第17回ドーンセンター運営推進委員会開催

12.12. 1第24回理事会開催

13. 2.17　ドーンフェスティハ◆ル(21世紀-夢描くク～Jトプフェスタ2001)の開催

13. 2.26　第18回ドーンセンター運営推進委員会開催

13. 3.29　第25回理事会開催

13. 5. 7　第26回理事会開催

13. 5.24　第19回ドーンセンター運営推進委員会開催

13. 6.29　第27回理事会開催

13. 8.17　第20回ドーンセンター運営推進委員会開催

13. ll.30　第21回ドーンセンター運営推進委員会開催

14. 3. 8　第22回ドーンセンター運営推進委員会開催

14. 3. 9　ドーンフェスティ′ヾル2002の開催

14. 3.28　第28回理事会開催

14. 4.24　第29回理事会開催(理事長に山登敏男就任)

14. 6.25　第30回理事会開催(財団名称の変更の承認

平成1 5年4月1日から財団法人大阪府男女共同参画推進財団)

14. 7.30　第23回ドーンセンター運営推進委員会開催

14.ll.27　第24回ドーンセンター運営推進委員会開催

15. 2.21第25回ドーンセンター運営推進委員会開催

15. 3.26　第31回理事会開催

15. 3.29　ドーンフェスティ/､◆ル2003の開催

15. 4. 1財団名称を財団法人大阪府男女共同参画推進財団に変更

15. 4.23　第32回理事会開催

15. 6. 6　開館以来来館者400万人突破

15. 6.26　第33回理事会開催

15. 7.25　第26回ドーンセンター運営推進委員会開催

15.12. 19　第27回ドーンセンター運営推進委員会開催

16. 3. 5　第28回ドーンセンター運営推進委員会開催

16. 3.26　第34回理事会開催(財団｢新･ 10年プラン｣策定)

16. 4. 1理事長に時岡禎一郎就任

16. 4. 1 NPOとの協働専門委員会設置

16. 4.20　第35回理事会開催

16. 6.23　第29回ドーンセンター運営推進委員会開催

16. 6.29　第36回理事会開催

16. ll. 12　女性エン′､○ヮルけォーラム2004(ドーンセンター10周年記念事業)の開催(～ll. 13)

16.12. 3　第30回ドーンセンター運営推進委員会開催

17. 1. 1ドーンセンター運営推進委員会利用者団体登録審査部会設置

17_　3. 4　第31回ドーンセンター運営推進委員会開催

17. 3.24　第37回理事会開催
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ドーンセンターの概要

1　沿　革

ドーンセンターは､各界の専門家や女性団体､グループの方々など､幅広い府民の

参画を得て建設計画を進めてきた｡

センターの事業や施設内容についてもドーンセンター推進会議やクリエイティブフ

ォーラムなどを開催し､府民の方々とともに検討を行い方針を決定したD

昭和6 1年度･｢21世紀をめざす大阪府女性プラン｣策定(4月)

(昭和61年度～平成2年度)
･建設予定地(元大手前会館跡地)を決定(9月)

･第1回婦人団体､グループアンケート実施(1月)

昭和62年度　･基本構想公表(6月)
･第2回婦人団体､グループアンケート実施(1月)

昭和63年度　･婦人総合センター(仮称)推進会議の設置(9月)

(平成3年7月､ドーンセンター推進会議に改称)
･クリエイティブフォーラム開催(12月)

･村政モニターアンケート調査実施(1 2月)

･元大手前会館撤去完了(1月)

平成　元年度　･基本設計
･文化財発掘調査/第1期

平成　2年度　･実施設計
･文化財発掘調査/第2期

･クリエイティブフォーラム開催(12月)

･愛称｢ドーンセンター｣に決定(2月)

平成　3年度･｢女と男のジャンププラン｣策定(9月)

(平成3年度～1 2年度)
･文化財発掘調査/第3期

･クリエイティブフォーラム開催(12月)

･建設工事着工(3月) /工期28か月

平成　4年度　･クリエイティブフォーラム開催(12月)
･シンボルマーク決定(1月)

平成　5年度　･プレイベント｢女性映像フォーラム｣開催(11月)

平成　6年度　･ドーンセンター(大阪府立女性総合センター)開館(11月)

平成14年度　･ウェルネスフロア(地下1階)の廃止
･ NPO協働フロア(地下1階)のリニューアルオープン

･休館日を水曜日から月曜日に変更

2　建物概要

所在地
敷地面積

構　　造

階　　数

高　　さ

建築面積

延床面積

大阪市中央区大手前1丁目3番4 9号

3, 170m2

鉄骨鉄筋コンクリート造(一部鉄骨造)

地上1 0階地下1階

52m

1, 970m2

12, 760m2

立休駐車場　　9 2台

-5--



3　管理運営

4　歴代館長

5　利用について

(1)開館時間

･情報ライブラリー

財団法人大阪府男女共同参画推進財団

津村　明子　　平成　6年4月～平成　9年12月

上田　忍　　　平成10年1月～平成13年　3月

竹中　恵美子　　平成13年4月～

午前9時1 5分～午後9時3 0分

平日･土曜　午前9時30分～午後9時30分

日曜･祝日と重なる土曜　午前9時30分～午後5時30分

(貸出･返却手続･情報相談は終了時間の3 0分前まで)
･相談カウンセリング　電話相談:火～金曜　午前1 0時～午後4時

午後　6時～午後8時

土･日曜　午前10時～午後4時

面接相談:火･木曜　午前　9時45分～午後8時30分

か金･土･日　午前　9時45分～午後5時30分

法律相談:第1火曜　午後　5時～午後8時

第2木曜　午前10時～午後1時

第3土曜　午前10時～午後1時

第4金曜　午後　2時～午後5時

からだの相談:第4土曜　午後　2時～午後4時

DV電話相談:火～日曜　午前1 0時～午後8時

不妊にまつわる悩みの電話相談:毎週水曜　午前1 0時～午後4時

面接相談:第1土曜　午後1時～午後4時

第3金曜　午後1時～午後4時

(2)休　館　日

(3)受付開始日

(4)駐　車　場

毎週月曜日､年末年始､祝日(土･日･月の場合翌火曜日)

情報ライブラリーは､毎月最終火曜日及び特別資料整理

期間も休館

ホール､パフォーマンス･スペース: 6か月前から

会議室等: 3か月前から

毎月1日に楓それ以後は先着順

立体駐車象　92台

最初の1時間まで400円(超過30分ごとに200円)
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事　業　概　要



第1　各種事業の実施

1　女性に関する情報の収集及び提供に関する事業

女性に関する情報を幅広く収集･整理･加工し､データベース化するとともに､これ

らを活用して､多様な情報ニーズに的確に対応した情報提供を行ったo

(1)情報ライブラリーの運営

女性関連の図書･資料･ AV資料等を収集し､閲覧･視聴･貸出サービスを行うほ

か利用者からの情報相談に応じたo

①　図書･資料の収集冊数(平成17年3月31日現在)

図　書

行政資料

雑　誌

新　聞

AV資料

ア　図書の内訳

35, 944冊

10, 059冊

1, 402タイトル､　37, 607冊

6紙

1, 642本(ビデオ1, 564本､ DVD53点､

カセットブック25本)

イ　行政資料の内訳

分類 倚ｹ�B�

総記 �"ﾃ�湯�

哲学 ��ﾃSSb�

歴史.女性事情 �2ﾃS#��

社会科学 ��Bﾃ�cB�

自然科学 ��ﾃ3迭�

技術 涛S��

産業 �#c��

芸術 ��ﾃ�C"�

寺号】こ FjFlFl �#SR�

文学 唐ﾃ�3R�

児童書 ��ﾃC�"�

女性の表現作品集 ��ﾃ�C��

合計 �3Rﾃ鼎B�

種別 �5�486x8ｹ�B�

女性問題関連雑誌 ���r�
一般雑誌 ��モ�

グループのミニコミ誌 鼎���

女性学研究所等の年報.機関誌 �����

行政の広報誌 �#s2�

女性関連施設の広報誌 �#s��

その他(大学の紀要等) �32�

合計 ��ﾃC�"�

分類 倚ｹ�B�

行動計画.プラン 涛cb�

施策概要.統計.白書 �"ﾃCs��

調査.研究報告書 ��ﾃcs��

イベント.講座等の記録 �"ﾃ�#��

研修.派遣事業報告書 鉄���

女性関連施設概要 田s2�

啓発冊子 ��ﾃ�#��

その他 田3B�

合計 ���ﾃ�S��

分類 冏ｹ�B�

女性問題.フェミニズム ��#"�

悼 鉄��

からだとこころ 都��

家族.家庭 鉄��

子ども.学校 涛��

高齢化.福祉 鼎r�

社会一くらし.環境 ��#2�

しごと ��#r�

政治.法律.行政.経済.産業 �3b�

教育.研究 鼎��

文化.芸術.表現 塔cr�

合計 ��ﾃcC"�
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②　利用登録者数(ライブラリーカード) (平成17年3月31日現在)

ア性別 � 

区分 剴o録者数 

個l 人 傚y�ｲ�16,782 
男性 �"ﾃ�3��

計 ��ゅ�#��

特別貸出等※ �48 

合計 �18,969 

※行政･学校関係その他団体-
の貸出､及び館内閲覧資料の一
時貸出

イ　　地域別

地域 ��ﾉ�B�

大阪市 唐ﾃ����

三島地域 ��ﾃ#�R�

豊能地域 塔s2�

泉北地域 涛���

泉南地域 �3�b�

南河内地域 都���

中河内地域 涛�2�

北河内地域 �"ﾃS���

滋賀県 涛b�

京都府 田モ�

兵庫県 ��ﾃ3sB�

奈良県 都C��

和歌山県 ���b�

三重県 鼎��

その他 ����

不明 �"�

合計 ��づ�#��

年代 ��ﾉ�B�

10代未満 ����

10代 �#S��

20代 �"ﾃピ"�

30代 澱ﾃ�C"�

40代 釘ﾃ3cr�

50代 �2ﾃC���

60代 ��ﾃ3#��

70代 鼎���

80代以上 ���B�

合計 ��づ�#��

和歌山県　　三重盟　　主旦他

iB JAtLL--､一一　些　~＼　塵
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③貸出件数(平成17年3月31日現在) 

分類 兌ﾙ�ﾃ�iD�7��平成15年度 兌ﾙ�ﾃ�ID�7��

図書.雑誌 ��rﾃ���衣ｲ��18,845(冊) �#�ﾃャ宙ﾟｲ��

行政資料 �#c�衣ｲ��225(冊) 鉄c2衣ｲ��

AV資料 途ﾃc�ｉ5��7,065(点) 唐ﾃ�S"�5��

合計 �#Bﾃ都��26,135 �3�ﾃc�B�

④　情報相談(平成17年3月31日現在)

ライブラリー職員が､図書･資料･データベース等を活用して､検索指導や来館
･電話による情報相談に応じたo

(内訳) 

分類 兌ﾙ�ﾃ�iD�7��平成15年度 兌ﾙ�ﾃ�ID�7��

利用案内 釘ﾃ�3��4,934 迭ﾃ�C��

検索指導 �#CB�150 ��#2�

資料の所蔵.所在調査 塔cr�998 ��ﾃ�3��

特定テーマの資料案内 �3cR�432 鉄���

人材.学習情報の提供 �3c��461 鉄Cr�

グループ.施設情報の提供 ��sB�240 �#3R�

ラげラリ-活動.運営情報の提供 涛��91 涛"�

その他 迭�1 釘�

合計 途ﾃ�c��7,307 途ﾃss��

(2)　情報システムの運営

各種女性関係情報を誰もが自由に検索できる大阪府女性関係情報ネットワークシス
テムを運営し､インターネットで情報碇供している.平成15年10月から新システムで

稼動している｡

①　ホームページ-のアクセス状況

<トップページアクセス数>

平成1 6年度 平成1 5年度 平成1 4年度

183, 733件 214, 487件 117, 888件

<カテゴリ別アクセス数>

メニュー名称 �4�4�5ｨ5��B�

事業案内 �#津#s��

施設案内 ��SRﾃ�#��

出版物 鼎"ﾃ��"�

講座.イベント 塔津3�"�

事業統計 ��2ﾃcC��

情報ライブラリー 鼎�"ﾃ�sB�

女性情報ステーション 涛づs���

リンク集 ��2ﾃ��"�

ⅠntrodukutioninEnglish �3"ﾃ�3b�

合計 塔sRﾃ#cb�
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②　ドーンセンターメールマガジン『e-DAWN』の発行

ドーンセンターの最新ニュースを伝えるメールマガジンを平成1 6年1月11日から月

2回程度発行する.ドーンセンター主催の講座･イベント情報､情報ライブラリーから

のお知らせ､刊行物などの情報を届けるo

平成17年3月31日までの登録者数:　793人

(3)講座･展示等

(》　情報活用講座

～学びたい!わたしのスタディプラン～　の実施

社会人に対し教育の門戸が広く開き始めている今､多様なキャリア形成のため再び

学習を始めている人が増加している｡学習意欲を持つ人たちを支援するため､情報を

活用した､目標･テーマの設定､研究の進め方等についての講義と実践を中心とした

講座を実施した｡

●　定員:　50人　　　　●　受講音数:　41人

●　時間　: 14:00-16:00　　　●　参加費･　3, 000円

日時 努��ｸ7ﾒ�内容 俎X蹌�

1 ���#���7鋳�私のスタディプランは何? 唳&ﾘ,�,H*�*ｸ+ﾘ*(ｮ��)&ﾘ��Xｯ9eﾘ,�*�,�+ﾙmｩUx,ﾉ%H+Y_ｲ�安井美鈴 ～キャリアアップ. 剔蜉w入試情報図書館 

チェンジをめざして～ 儚ENA代表 

2 �"��テーマ探し 唸ﾊHｸh6X�ｸ7ﾘ/�ﾈ�.�+x.��井村直恵 京都産業大学経営学部 専任講師 
(土) ���齪ﾌ溢�ﾋｸ,佰ﾈ*�,�,H���･自己分析をする 

3 �"��"��7鋳�タイムマネジメント ～実現-のカウントダウン～ 唸5�5�5x8X�ｸ8ｨ984�5�488��奥田和子 マネジメント ��Xｧy?ﾈｧx�饑��ﾘ��ｭ��

･私の｢学び｣体験談を紹介 �$T���9Uﾂ�

4 �"�����7鋳�情報収集 ～よりリアルにするために～ 唸��{�,ﾉ�騫ﾒ�����,ﾉ_ｹd�ﾒ�島田真理 評価の仕方 ��ynﾈ�8ｻ8支効醜橙�

･目標を具体化させる方法 倡9j��Xｧxｧx��ｩ&ｲ�

5 �"�#b��7鋳�研究計画.論文の書き方 ～スタディプランのまとめ～ 唸7h8ﾈ5ｸ986X�ｸ5h8x98+x.兩ｹd��関口倫紀 大阪経済大学経営学部 

･キャリアの方向性を考える ��ｩD8ﾗX蹌�
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②　情報担当者ネットワーク会議の実施

女性情報の収集･提供事業に携わる女性センター等職員を対象に情報の収集･組織

化･提供等の業務遂行のための情報交換を行うとともに､担当職員相互の情報ネット

ワーク形成を促進した｡

●　定員　:　25人

●　受講者数　:　延76人

日時 努籀7ﾒ�講師等 

1 ����#r��R��<情報交換及びワークショップ> ･参加施設.担当者の紹介 ��

2 ��C｣��ﾒ�･資料の収集方針.選択基準 

3 ��s｣���･情報相談､レファレンス 

4 免ﾂ��2�7鋳�<ドーンセンター10周年 情報分科会> �?)�ﾉvﾘ���異�zx��ｸｻ8支檍ｭ亶�醜ﾊHｸh蹴��10:00- 俎X��

12:00 �(�ﾆｪH+8,�8�487X8�8ｨ�ｸ,ﾉ�X*ｸ,委�ｨ����饑�,ﾉ|ﾘ/�ｨ�*�+z2�

5 ����ﾃ�2�7鋳�<ドーンセンター10周年 エンパワメントフォーラム2004> �)hﾏｹdﾘ������(�檍ｶ9�ﾙWｹ�9UﾉYI<�kﾙ�8ﾊ��X誡��13:00- 俎X��

14:30 �)�(､X/�ﾇ�*鵤���ｲ�.ﾘ+ﾘ+R�,ﾈ覃駛2�

6 免ﾂ��2�7鋳�<ドーンセンター10周年 情報分科会> 事例発表&バズセッション ��Y}�ﾔ���,h.h,�*�&ｨ�ｺI:��枌�14:45- 啝(5H�ｸ7(5�,e�*2�推進センター) ･｢メールによる ��ﾉYIu)Oﾂ渥i�ﾈ4�8�8ｨ4ｨ985ｨ985��ｲ��

16:45 ��饑�Jﾙ�ﾘ5H�ｸ7(5�2�角本勢津子(姫路市男女共同参画 

･｢パスファインダーづくり｣ ��I��5ｨ985��ｲ��

･｢学習相談｣ 冦�ｨ-ﾘ.H*ｲ�6��ｸ985ｨ985��ｲ��

7 ��"���R���C｣��ﾒ��s｣���･知っておきたい著作権知識 こんなとき､あんなとき｣ ����ﾉ����萎H���%ｨｯｩ�Xｧr��

8 勍｢利用者との ��ﾈｮﾉ68ﾔHﾆ"�6��ｸ985ｨ985��ｹ�ｩ&ｲ�
関係づくり術J �%99h5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ5��ｲ��
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(参　ビデオ上映会

情報ライブラリーで購入したビデオの中から､女性監督のドキュメンタリーや
ジェンダー問題の作品､女性グループの活動を追ったドキュメンタリービデオな

どを選んで上映したo (月1回:年12回開催)

/日 ��8防ﾞﾉV��参加碓 佇糴?｢�上映作品 伜���,��

4′30 (金) 侈�,Hﾖﾈ*h,I�h*ｸ,H*ｸ+ﾒ�(.ﾘ*�,�+ﾘ�,ﾉJﾘﾊ�2�46 迭�#��粟���りんご 鼎��

6′25 (金) �4ｨ7H4i_ｩ�z(,H.ｨ.ｪ2�12 度�ﾃ3��粟���ナ-ジヤの村 都r�

8′27 (金) �4�48�ｸ8�7R�7H8ﾈ985��53 湯�#B�粟���アイ.ラブ.ユー 田��

10/29 (金) 儖hﾞ或X/�%H+X,B�ﾙ�h�ｪ�YeiYﾂﾒ�38 免ﾂ�#b�粟���満山紅柿 �3b�

12′17 儷8ﾘxﾝR�75 ���ﾃ#��センス.オブ.ワンダー 涛R�

(金) 剪粟��� 

2′25 (金) �*ﾈ,ﾈ4�986X6��4ｨ7H4h,H.ｨ.｢�27 �2�#R�粟���ロバート.イ-ズ 鉄��

④ ｢ホンのおしゃべり｣の開催

関西在住のジェンダー視点を持った図書･資料の著者を招き､執筆の背景や出版

に関する思いを語ってもらい､その後､参加者と著者でフリートーキングを行ったD

(年1回開催)

平成16年8月7日(土) 14:00-15:00

著者　　田口　瑛子(京都精華大学教授)

著書　『アメリカ西部の女性図書館員』

参加者数　13人

⑤　情報ライブラリーニュース『いんふおめ-と』の作成

情報ライブラリーの多様な活動を広くPRするため､女性情報と利用者を結ぶ
双方向型のライブラリーニュースを作成し､府内外の女性関係施設及び図書館等
-配付した｡ (年2回発行)

･A4版4頁　12, 000部

第4 9号発行(平成16年6月1日発行)
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･A4版4頁　10, 000部

第5 0号発行(平成16年12月1日発行)

⑥　情報ライブラリー企画展示

≪男女共同参画週間展示≫
～ ｢女性に対する暴力｣パネル展～

女性に対する暴力(ドメスティック･バイオレンス､セクシュアル･ハラス

メント､性犯罪､ストーカー等)に関し､暴力を生み出す社会的背景､暴力の

実態､法律等についての解説や被害にあったときの対処方法などを､わかりや

すく解説したパネルを展示したD

展示期間:平成16年6月21日(土) ～6月29日(日)

(於:ドーンセンターlFロビー)

≪特別企画展示≫
～大阪発!女性の情報発信この1 0年～

ドーンセンター1 0周年記念

ドーンセンター10周年｢エンパワメントフォーラム2004｣関連事業とし

て､これまでの大阪の女性の活動に焦点をあて､この1 0年間に大阪の女性が

発信した情報(単行本､ミニコミ誌､ニューズレター､報告書､ビデオ)を展

示し､この1 0年を振り返り､未来を展望した｡

展示期間:平成16年10月27日(水) ～11月28日(日)

(於:ドーンセンター2F情報ライブラリー)
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2　女性の抱える問題に関する相談事業

女性の直面している様々な問題について､女性の視点から自立と主体的な生き方を目指し､相談カウ
セリングにより､必要な援助と解決のためのサポートを行ったo

(1)相談事業
(丑面接相談:専門の女性カウンセラーによる面接でのカウンセリング

水･金･土･日曜日　　　　　　　　午前9時45分から午後5時30分

火･木曜日　　　　　　　　　　　　午前9時45分から午後8時30分

平成16年度 劔劔劔[ﾙ�ﾃ�YD�7��

一一10 代 �#��2�30代 �9���2�50代 田��2�70代 儻9k��合計 窒R��合計 窒R��

生き方 ���58 ��ヲ�180 涛"�28 途�7 鉄c"�32.5% 鉄cr�27.6% 

こころ 釘�64 涛��34 �#��2 ���7 �##��12.8% �#3B�ll.4% 

からだ ���4 途�4 �"�0 ���1 ����1.0% ��B�0.7% 

仕事上の悩み ���0 澱�5 ���0 ���0 ��"�0.7% ����0.9% 

夫婦関係 ���15 ��C2�107 田"�ll �"�2 �3C2�19.9% 鼎���20.0% 

親子関係 ���46 都2�98 都��6 ��"�ll �3#R�18.8% 鼎モ�23.7% 

人間関係 �2�24 �����50 ����3 ���5 �#�R�12.5% �#S��12.1% 

性.性的被害 ���13 澱�4 ���0 ���2 �#b�1.5% 田r�3.3% 

暮らし ���0 ���1 ���0 ���1 釘�0.2% 釘�0.2% 

その他 ���0 ���1 ���0 ���0 ���0.1% �"�0.1% 

●.≡ 

合計 湯�224 田#R�484 �#sr�50 �#"�36 ��ﾃs#r�100.0% �"ﾃ�SR�100.0% 

(%)0.5%l3.0%36.2%28.0%16.0%2.9%1.3%2.1%100.0% 

H15年度 俘xﾇb�36 �#c��749 鉄C"�319 塔B�34 �3��2,055 

(%) ��縒R�12.7% �3b紕R�26.4% ��R絣R�4.1% ��縒R�1.5% ������R�

月 滴ﾈ��5月 塗ﾈ��7月 嶋ﾈ��9月 ���ﾈ��11月 ��(ﾈ��1月 �(ﾈ��3月 俘xﾇb�

平成16年度 ��c"�124 ��c��157 ��S��142 ��C��138 ��3b�134 ��3��144 ��ﾃs#r�

平成15年度 ��s��174 ��S2�185 ���"�162 ��sB�152 ��cb�155 �����194 �"ﾃ�SR�
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②電話相談:専用電話を使った､電話相談員による相談
火曜日から金曜日　　　　　午前10時から午後4時､午後6時から午後8時
土曜日･日曜日　　　　　　午前10時から午後4時

平成16年度 劔劔劔[ﾙ�ﾃ�YD�7��

ilo 代 �#��2�30代 鼎��2�50代 田��2�70代 儻9k��合計 窒R��合計 窒R��

生き方 �2�9 都��94 都2�19 �2�52 �33"�9.5% 鼎ヲ�12.8% 

こころ ���41 �#���94 都b�20 ���112 鉄Sb�15.9% 田���15.9% 

からだ ���7 唐�12 �#"�38 ���21 �����3.1% 塔b�2.2% 

仕事上の悩み ���10 �3R�19 �#b�1 ���23 ���B�3.3% 田2�1.7% 

夫婦関係 ���35 ��s��123 涛B�26 湯�138 鉄迭�17.0% 鉄#2�13.7% 

親子関係 �"�25 都R�84 塔"�28 湯�109 鼎�B�11ー8% 鼎3��ll.4% 

人間関係 ���32 涛r�80 塔��12 ���122 鼎#B�12.1% 鼎C��ll.5% 

性-性的被害 ���19 ��B�6 �"�3 ���21 田b�1.9% 都B�1.9% 

暮らし ���3 ��c��62 ��唐�19 ���135 鉄ビ�16.8% 涛���23.5% 

その他 ���1 迭�4 �#b�1 ���264 �3���8.6% �#�R�5.4% 

l..≡ 

+パ 湯�Jl82L86215781679Ll67L251997巨499l.00.0車829IlOO.0% 

･%,lo.3%l5.2%恒i16.5車4%l4.可0.7%l28.5%llOO.0% 

H15年度 俘xﾇb�12 �#3B�1163 鉄C��900 ��c��20 都唐�3.829 

(%) ���2R�6.1% �3�紕R�14.1% �#2絣R�4.2% ��絣R�20.9% ������R�

相談月別件数

月 汎覇ﾒ�5月 塗ﾈ��7月 嶋ﾈ��9月 ���ﾈ��11月 ��(ﾈ��1月 �(ﾈ��3月 俘xﾇb�

平成16年度 �3���267 �3Sr�333 �#迭�290 �#ヲ�280 �#Sb�251 �#Sr�305 �2ﾃC湯�

平成15年度 �33��358 �3C��334 �33r�288 �33��305 �#c��290 �3���321 �2ﾃ�#��
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主訴別相談件数

生き方 �+�+�.ｲ�からだ 俶H馼�2�,ﾉE�-ﾒ�夫婦 関係 ��X����彿.ｸｭhﾅr�人間 関係 ��ｺI�ｹ4��Nﾘ･��暮らし �+ｸ,ﾉ�ﾂ�計 

面接相談 鉄c"�221 ����12 �3C2�325 �#�R�26 釘�1 ��ﾃs#r�

電話相談 �33"�556 �����114 鉄迭�414 鼎#B�66 鉄ビ�301 �2ﾃC湯�

計 塔釘�777 ��#��126 涛3��739 田3��92 鉄���302 迭ﾃ##b�

年代別相談件数

･-10代 �#��2�ヨo代 鼎��2�50代 田��2�70代～ 儻9k��合計 

面接相談 湯�224 田#R�484 �#sr�50 �#"�36 ��ﾃs#r�

電話相談 湯�182 塔c"�578 田s��167 �#R�997 �2ﾃC湯�

汁 ����406 ��ﾃCビ�1,062 涛Sb�217 鼎r�1,033 迭ﾃ##b�

1 500

1 200

900

600

300

0

-10代　20代　　30代　　40代　　50代　　60代　70代～　　不明
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③法律相談:女性弁護士による法律問題に関する面接相談

毎月第1火曜日:午後5時から午後8時　第2禾曜日:午前10時から午後1時

第3土曜日:午前10時から午後1時　第4金曜日=午後2時から午後5時

平成16年度 劔劔劔兌ﾙ�ﾃ�YD�7��

項目＼月 剴B�5 澱�718 �9 ����ll ��#���"�3合計 �(%) 俘xﾇb�(%) 

夫婦(離婚等) 剴b�7 途�5 澱�5 ��"�9 迭�8 途�8 塔R�34.0% 都b�32_1% 

相続-扶養 剴2�1 ���0 ���1 ���1 ���1 ���0 ����4-0% �2�1.3% 

借地借家 剴��0 柳ﾆ��柳ﾄ�����0 ���0 ���0 ���0.0% �"�0.8% 

消費者等 剴��0 ��������0 ���0 �"�0 ���1 澱�2_4% 途�3.0% 

相隣関係 剴��0 ���1 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0_4% ���0.4% 

刑事事件 剴��0 ���0 ���0 ���00 �0 ���0 ���0_4% �"�0.8% 

D V 兢ｲ�冷令等 ���1 �2�3 �"�0 �"�01 �0 鳴�114 �5_6% ��"�5.1% 

離婚.. 倆9{�wｸ孜N��7 唐�6 澱�8 途�3 祷�ｳ��唐�6 塔�コ��3E��R�90 �3ゅ�R�

今後の生活等その �1 ���lo l9 �2�0_ ���1 ��"����2 �#�2�填�"R�10 釘�"R�
I----ー~l---fi"V関連計 剴��10 �12 ����7 澱�912 �9 湯�11112 �44_8% ���"�47.3% 

その他 剴B�114 �4 汎��4 �"�41312 剴"�1135 �14_0% �3B�14.3% 

合計 剴#��19 �#"�23 �#��項22 �23123 �20 ����21 �#S��100_0% �#3r�100.0% 

④からだの相談:女性産婦人科医師による医療的見地から助言が必要なものについての面接相談

毎月第4土曜日　　午後2時から午後4時

平成16年度 劔劔劔剳ｽ成15年度 

項目＼月 釘�5 澱�7 唐�9 ����ll ��"�1 �"�3 俘xﾇb�(%). 俘xﾇb�(%) 

婦人科の病気 ���0 ���2 ���0 ���ll �1 �"�0 ����43.5% 湯�23.7% 

月経 ���0 ���0 ���1 ���0 ���1 ���1 釘�17_4% 迭�13.2% 

更年期 ���0 ���0 ���0 ���1 ���1 ���0 �"�8_7% 迭�13.2% 

妊娠 ���1 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���4.3% �"�5.3% 

セックス ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0.0% �2�7.9% 

からだ一般 ���0 ���1 ���1 ���0 ���0 柳薬�釘�17.4% ����26.3% 

その他 薮F�����0 ���0 ���0 ���1loloi2 劔8.7% 鼎���絣R�

合計 �2�1 柳ﾃ2��"�2 �"�2 ��?｢��"�1 �#2�100.0% �3��100.0% 

L法律相談｢
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⑤ドーンセンター内DV相談:ドーンセンター4階の配偶者暴力相談支援センターで電話
相談を行った｡

電話相談･火曜日から日曜日　　午前10時から午後8時

塞 力 ���4月 店ﾈ��6月 度ﾈ��8月 祷ﾈ��10月 ���ﾈ��12月 ��ﾈ��2月 �8ﾈ��合計 

配 偶 者 か ら 剞g体的 �3��40 鉄B�64 都2�42 鼎r�55 田2�60 鼎r�66 田C��

(2) 茶2�� ��(2) ��り1 �� 茶ｒ�

精神.社会.経済 ��b�13 �#��12 ��"�22 ����21 �#��14 ����24 �#���

(1) �� 偖ﾉ?｢�

性的 ���0 �"�4 ���2 鳴�1 ���2 ���0 ��2�

計 鉄B�53 都b�80 塔b�66 田b�77 塔B�76 田R�90 塔s2�

(2) 茶2�� ��(2) ��(2) �� 茶鋳�

.才一 の 也 か ら ��ﾂ�身体的 釘�5 ���12 湯�3 �2�3 途�3 湯�5 田B�

しい ��(1) 

2 ���I �2�2 ���1 �"�2 �2�I �"�20 

性的 ���0 ���2 鳴�1 ���0 ���0 ���0 釘�

計 澱�6 �"�17 ��"�4 釘�5 湯�6 ����7 塔��

(1) ��…rlTr 

人 等 ��y�ﾉ4��13 �"�8 免ﾂ�4 免ﾂ�5 唐�5 ���6 迭�79 

(い �� �� �� 茶2��しい �� 中ﾂ��(6) 

1 ���l �"�0 �"�3 鳴�0 韮�0 ���ll 

り1 �� �� �� �� �+X*"�

性的 �"�0 鳴�0 �"�0 ���1 ���0 ���0 澱�

計 ��b�2 ����13 澱�13 唐�lO 迭�1 澱�6 涛b�

りー �� 苓����8'謦"�"� �� 茶2��=ー �� 茶���一-M(-T)"- 

76 田��88 I �����loヰ 塔2�78 涛"�98 塔2�81 ���2�1057 

(l) ��茶2��(3) �� 茶R��(I) 茶"��(l) 茶���(17) 

その他の相談 劔18 ��B�48 鼎"�32 �3��29 �32�34 �3��42 �3��393 

(1) ��(2) 茶b��(ll) 茶ｒ�(4) �+X*"�(7) 茶���(i｢" 蜘鉗Hｶ7"�"�

合計 劔94 都R�136 ��S"�136 ��#"�107 ��#R�132 ���B�123 ��3B�1,450 

~】"て~i-r 茶��� 茶R��(9) 中ﾆﾂ��(8) 茶鋳�(2) 仲Sj"�-(-gr 茶R��(62) 

4月 店ﾈ��6月 度ﾈ��8月 祷ﾈ��10月 ���ﾈ��12月 ��ﾈ��2月 �8ﾈ��合計 

16年度 涛B�75 ��3b�152 ��3b�122 ���r�125 ��3"�114 ��#2�134 ��ﾃCS��

15年度 涛B�105 塔��98 ���b�65 ���R�76 都2�77 ��#r�127 ��ﾃ�S"�

対前年比 ��ｔ�¥B�71.4も ��S"繧R�155.1% ��#�2R�187,7% 涛2��2�164_5% ����ﾃ３�148.1% 涛b纈R�105.5% ��#R纈R�
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⑥　カウンセラー派遣= DV被害女性を保護している民間シェルターなど4箇所のNPO

等団体-女性カウンセラーを派遣し､被害者の心のケアを行う等､自立支援体制の充実

を図ったo

平成16年度 

項目 釘�5 澱�7 唐�9 ����ll ��"�1 �"�3 俘xﾇb�

シェルター(S) �"�2 �"�2 �"�2 �"�2 ���1 ���0 ����

4 釘�5 釘�4 釘�4 釘�2 �"�2 ���39 

シェルター(I) �"�2 �"�2 �"�2 �"�4 釘�4 �2�4 �32�

4 釘�4 釘�4 釘�4 唐�8 唐�6 唐�66 

シェルター(R) ���0 ���1 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���1 

シェルター(Y) �"�1 ���2 �"�1 ���1 �"�1 �"�2 ��r�

2 ���1 �"�2 �"�0 ���2 ���3 �"�19 

合計 澱�5 迭�7 澱�5 釘�7 途�6 澱�6 都��

10 湯�10 免ﾂ�10 ����8 ��2�12 免ﾂ�ll ����125 

※　シェルター名については保護の必要上､頭文字等で表す｡

※　上段は訪問回数　下段は相談者数

/ 滴ﾈ��5月 塗ﾈ��7月 嶋ﾈ��9月 ���ﾈ��11月 ��(ﾈ��1月 �(ﾈ��3月 俘xﾇb�

16年度 澱�5 迭�7 澱�5 釘�7 途�6 澱�6 都��

10 湯�10 免ﾂ�10 ����8 ��2�12 免ﾂ�ll ����125 

15年度 澱�7 途�7 澱�6 迭�6 釘�4 澱�5 田��

12 ����ll 免ﾂ�ll 湯�8 ����8 唐�ll 湯�118 
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⑦　不妊にまつわる悩みの相談‥女性産婦人科医師及び助産師が不妊にまつわる様々な

悩みの相談に応え､必要な情報提供を行ったo

･面接相談:毎月第1土曜日､第3金曜日　午後1時から午後4時

平成16年度 

項目＼月 釘�5 澱�7 唐�9 ����ll ��"�1 �"�3 俘xﾇb�(%) 

情報提供 �"�0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 �2�ll.6% 

不妊-の不安.検査や治療を受けたほうがよいか ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���3.8% 

Aの治療の内容と妊娠の可能性 ���0 �2�0 ���1 ���2 �"�3 �"�0 ��2�50.0% 
｢ 他の治療内容.方法など ���0 ���1 ���0 ���0 �"�2 ���0 唐�30_8% 

二人目不妊 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0.0% 

医療機関に対する不満 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0.0% 

パートナーとの関係 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0.0% 

周囲の人間関係 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0.0% 

自分自身のこと ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0.0% 

子どものいない人生 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0.0% 

仕事との両立 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0.0% 

その他 ���0 ���0 ���1 ���0 ���0 ���0 ���3.8% 

合計 �2�0 釘�1 ���2 ���2 澱�5 �"�0 �#b�loo‰ 

･電話相談:毎週水曜日　午前10時から午後4時

平成16年度 

項目＼月 釘�5 澱�7 唐�9 ����ll ��"�1 �"�3 俘xﾇb�(%) 

情報提供 ���4 ����12 途�12 �2�5 免ﾂ�3 ����10 塔r�29.8% 

不妊-の不家.検査や治療を受けたほうがよいか 迭�2 釘�2 �"�3 �2�2 ���3 釘�2 �32�ll.3% 

Aの治療の内容と妊娠の可能性 �"�3 途�4 途�5 ���1 途�5 唐�4 鉄2�18,1% 
1 他の治療内容.方法など ���0 ���1 ���1 ���0 ���0 �2�0 途�2.4% 

二人目不妊 ���2 ���4 �"�1 釘�6 釘�4 迭�6 �3��13.4% 

医療機関に対する不満 ���2 ���0 ���3 ���0 �"�1 �"�2 ��B�4.8% 

パートナーとの関係 ���1 ���1 ���1 ���0 ���0 ���0 澱�2.1% 

周囲の人間関係 ���0 ���0 ���0 ���0 ���1 ���0 ���0.3% 

自分自身のこと ���2 ���0 ���0 ���1 ���1 ���0 澱�2.1% 

子どものいない人生 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0.0% 

仕事との両立 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0,0% 

その他 �"�3 途�4 釘�1 澱�3 迭�2 釘�5 鼎b�15_7% 

合計 ��"�19 �3��28 �#2�27 ����18 �3"�20 �3b�29 �#�"�loo‰ 

⑧　相談員会議

毎月1回､相談事業の進め方についての調整や､社会資源台帳(相談関連機関情報)の整備等に

っいて検討を行うとともに､ 1例ずつ｢事例検討｣を行い､相談員の研蝶を図った｡
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(2)サボ｣ト･グ/レープ

サポート･グループの実施

同じ悩みや問題を持つ女性がファシ1)テ一夕-を交えて､自分の気持ちを話し合い､相互に支えあうことにより

悩みの解決を図った｡　　　定員:各1 5名

日程 刮�� �6X�ｸ7ﾒ�フアシリテ一夕- 伜����)�B�

5/13-3/24 冦益｢�18 綿.ﾘ+ﾘ+X,ﾊ(ﾜH�Jﾚ2�今西康子 田��

月1-2回 佻�������Wh,ﾉeﾉ|ﾘ/�:h.ｨ,H���(ドーンセンター相談スタッフ) 茶#"��

5/29-7/17 �7况｢�ﾍ����8 倡h�ｯｪH+8-ﾈ+H-ﾈ,僮ｩJﾘ+x.倡�,x.���本多禾一片 (ドーンセンター相談スタッフ) �������鋳�

10/2-12/4 �7况｢�8 �:ﾘ*ｹ��*�+ﾘ*(*�.ｨ,rﾒ��本多寺l仔 鼎��
午前 剴烽ｩらの声､外からの声に揺れる私 宙6��ｸ985ｨ985��ｹ�ｩ&ｸ5�5�6(7B��(12) 

1/20.-3′24 冦益｢�9 儿9�X,�,�.ｨ,�*)&ｩ�ｸ/��宮本由起代 �3R�
午後 刄mもートナーにもつて-.. 宙6��ｸ985ｨ985��ｹ�ｩ&ｸ5�5�6(7B��(9) 

1/15-3′26 �7况｢�8 倡�支,H/�-�*�.����ﾈｭhﾅx,YE�/�,X*"�*SFJf �#R�
午前 凾�ｩ? 宙6��ｸ985ｨ985��ｹ�ｩ&ｸ5�5�6(7B��(5) 

外国人女性のためのFループディスカッション

日程 刮�� �6X�ｸ7ﾒ�フアシリテ一夕- 伜���6x自�B�

4′24-3′19 ��c2�?�7丿ﾒ�10 �?ｩgｸ,偖ｨ-隍���ﾈ��ｸ*ｨ.h*ﾘ�檍*In"���,�,(*(,B井�夷���ジョアンナ.サトウ 唐�

4/10.-3′12 �2�?�7况｢�10 �:��2��(hﾙ�ﾎ｢��高橋美津緋 鼎r�

(3)講座の開催

①　女性(わたし)のためのカウンセリング謝垂の開催

女性が自己実現していくために必要な視点を､カウンセリングの手法を用いて紹介し､自立と女性問題瞬知こ資した｡

定員: 70人　　申込者: 136人　　受講音数: 80人　時間:午前10時から正午

月/日 �6X�ｸ7ﾒ�講師 

1 迭�#b��R��ジュンダ一社会と女性の心の健康 ��ﾈｮﾉ68ﾔHﾆ"��6�ｩF�984��ｹ�ｩ&ｹ%99h5&��ｸ484�5�*B�

2 塗�ﾃ"��R��｢家族｣をめぐる法醇の知識～結婚.離垂昏～ �'ﾉ�ﾈﾔｸ��云佩ﾈ贅��

3 澱����親と子の関係について 冏ｹ�ﾙ*(覲厭X���9yﾘ贅�5�4籔ﾈ8ﾉwﾒb��

4 澱��b��R��7エミニ朴-カウンセ1)ンクさを通してみる女性の悩み ～母娘関係～ �'ﾉEh岑椹�2�6yfｸ984��ｹ�ｩ&ｹ��63r��

5 澱�#2���女性(わたし)のからだ ～1)7.げクテげ.ヘ似/′ライツ～ 俘)68蒴�2���ｸ�8ｬXﾎﾉ�Xｧx�(�2��

6 澱�3���R��/もートナーとの関係について ��冏ｸ躡,8���6x4ｨ985��ｹ�ｩ&ｸ5�5�6(7B��

7 度�ﾃr��R��自己表現トレーニングを学ぶ(》 ～対人コミュニケーションとJLP)基本的人権- �>�:�-ﾘ+�.b�6�,8��984��ｹ�ｩ&ｸ5�5�6(7B辻�
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8 度�ﾃ�B��R��自己表現トレーニングを学ぶ② ～女性と自己表現～ 亶ｹgｹu(ｴ��2�6��ｸ98渧5籐�ｩ&ｸ5�5�6(7B��

9 途�#����自己表現トレーニングを学ぶ③ ～対人関係の3つのパターン～ �>�:�-ﾘ+�.b�6ぺ98渧5籐�ｩ&ｸ5�5�6(7B��

10 度�ﾃ#ｉ�R��自分を大切にする生き方とは 亶ｹgｹu(ｴ��2�6�(4ｨ985��ｹ�ｩ&ｸ5�5�6(7B��

②　女性局部掛目談事業担当者研怯麓座の開催

女性齢El談機謁のスタッフ(行政職､専P職､民間施設スタッフ)を対象に女性相談機関及び相談事務局のあ

り方､相談機関の連携などについて講座形式での研修を行った｡今年度E湖雇として､シンポジウム及びワークシ

ョップを開催した｡

定員:60人　受講音数･56人　時間:午後1時30分から午後4時

秋編定員: 50人　受講音数　　52人

月/日 �6X�ｸ7ﾒ�講師 

1 澱�3���R��相談事業の理解と運営 ��ﾈｮﾉ68ﾔHﾆ"�～女性問題とジェンダーの乱点～ 宙6��ｸ985ｨ985��ｹ�ｩ&ｹ%99h5"ﾘ6h486ﾈ,2ﾒ��

2 度�ﾃ�B��R��女性相談と女性情報 冦�ｨ-ﾘ.H*ｲ�
～収集と活用～ 宙6ぺ垪985���)_�%99h5"ﾘ6WBx486ﾈ自uｲﾒ��

3 ����ﾃ�2粟���ﾍ����一秋編-<シンポジウム> 佝伜(.H-ﾘ��洩ﾈﾌ8夊�9&ｨ�[ﾙ9伜�枌�｢211]蛸己の女性センター相談事業を考える｣ 傴H5��ｹ�ｩ&ｹ%99h皦ﾛｒ�

21世紀の女性センタ一種較～その可能性と相談員の役害lト �'ﾉEh岑椹�2�6��ｸ985ｨ985��ｹ�ｩ&ｸ5�5�6(7B��Y�ｸ支��閏ｨﾌ侈y&ｨ�ｺI:��柯5ｨ985��ｲ�

4 ����ﾃ�2粟���一秋編-<ワークショップ> 
｢女性センターに特徴的な相談に対応するために｣ 傚y�ｹn)���ｨ���

午後 綴���ｹeﾉ|ﾙNﾘ･�,ﾈ��ｨ�:�,儺ｹwh,位H�3t(+�8�8����川喜田好恵 (ド-沖ンタイ日談担当コ-デイネタ-) 

③　女性のための:冗 ･サポートy)レ-プ　フアシリテ一夕一･スキル育成講座の開催

女性の悩みや被害に対する援助の一環としてのグJレープを､ジェンダー問題に批点から運営し､ ≠■生の社会

参画に瞥するための人材を育成した｡

定員: 36人　申込者: 53人　　受講音数: 39人

月/日 �6X�ｸ7ﾒ�講師 

1 湯�#b�?｢��対人援助のためのグループとは ��ﾈｮﾉ68ﾔHﾆ"�6��ｸ985ｨ985��ｹ�ｩ&ｹ%99b�
～その機能と援助技術～ �5(5X486ﾈ,8*B�

2 祷�ﾃ#b�?｢��グ′レ-プの流れとフアシソテータ-のかかわり 冏ｹ�ﾘ訒(覲�6ぺ垪985籐�ｩ&ｸ5�5�6(7B��
粗末JL哩士.スク巾カケカナ) 

3 ��4�8ｸ�ｸ7b�汀3�ﾃ���ﾃr��B�#���Aグループ.Bグ′レ-プ各体験学習 ��?��ﾈｮﾉ68ﾔHﾆ"�

14.∝卜16.00 10/2811:(Xト13:CO 橡��ﾃ�4�8ｸ�ｸ7i�ﾈﾋ�c�Z｢�(トうセンタ-相談担当コ7イネづう 

～ 8 ��B��S�ﾒﾓ�b����(4��ﾈ8ﾂﾘ7b�<後半>ふり返り60分 �"ﾉ�9gｹu(ｴ��2��6ぺ5h5ｨ985��ｹ�ｩ&ｸ5�5�6(7JI�Xﾞ9�8,ﾂ�

9/30,10/7_14ー21_ 刄Tポートセンター代表､NPO心のサ 

ポートスf-シヨン代表理事) 

9 ����3��?｢��グループ体験のまとめと cRサポートグ′レ-プの倫理 ��ﾈｮﾉ68ﾔHﾆ"�

～二次被害をおこさないために～ 亶ｹgｹu(ｴ��2�
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④ NPOとの協働事業　　　フェミニストカウンセリング専門講座の開催

[理論コース]

女性を対象とした相談事業にかかわる専PE嫁等が､ジェンダーにとらわれない視点で､女性の自立とェンパワ
ーメントのための心理的援助を行うために必要な知識と技能を修衛するための講座を開催した,

定員: 65人　申込者: 70人　　受藩者数: 67人

月/日 �6X�ｸ7ﾒ�講師 

1 �����i?｣｢��フェミニストカウンセリングとは ��ﾈｮﾉ68ﾔHﾆ"�6�ｩF�984��ｹ�ｩ&ｹ%99b�～女性のエンパワメントを支援するために～ �5&�4X486ﾈ5H�ｲ��

2 �����b�7鋳�性暴力.DV被害のアドポカシー �+y$ｩ�ﾈｹ韈��～法制度の現行と問題点～ 忠]佩ﾈ贅��

3 �����r�?｢��女性の状況をジェンダー分析する 亶ｹgｹu(ｴ��2�
～従来の心理学をこえて～ 宙6��ｸ98渧5�44Vﾉ&ｸﾝ�63r��

4 �����r�?｢��ケア労働とジェンダー 偸I?ｨ4ﾈ5�8��
～介護する側.される側～ 宙��68����Xｧxｻ8蹴��

5 ��"��7鋳�母親のひとり育児と子どもの被害 冲ﾉF靼韈�磯�;hｷ9�)f育霄h檠6B�
10:00-16:30 ���ﾋｸ�ｨ*�.xﾊ�*h.筈ﾇ�兀xﾆ辻�話相談員) 

6 ��(�ﾃB�7鋳�今､家族kJ可が起きているのか 處ﾕｹ:�嫌78���～｢家族｣に関する陶を打ち破る～ 茶x4x7�6ｩ&ﾙ|ﾘ4X垪8ｨ+�ﾞIwﾙ�h6r��

7 ��"��?｢��心療内科を訪れる女性たち 傅ﾈ�)=h��或�Y�Xｧx�8ｧyYHﾞIV��～フェミニストカウンセリングとの連捺- ���9|9>�怦�8蹌��

8 ��(�ﾃR�?｢��性暴力.DV被害と �H�9Kd(���4X488�985�4ｨ4X985ｨ8ｨ+�ｹ�72�
フェミニストカウンセラーの役割 �4ｨ4X垪6r��

[研究コース〕

理論編を修了し､実際に現場でカウンセリングやケースワークにかかわっている者を対象に､ Fループに分か

れてCRを組み入れながらス-ソく｣｢′Vサーとともに検討した｡

定員:60人　　時間:10:00-12:30

13:30-16:00

(A)福祉･医療･シェルターなどケースワーク的かかわりを必要とする現場

申込者: 12人　　　　　　　受講者: 12人

1/22(土), 2/5 (土), 2/19 (土)の3回

(B)中･高･大学等教育の現場でのカウンセリング､生徒指導等の現場

申込者: 7人　　　　　　　受講者: 7人

1/22(二0, 2/5 (土), 2/19 (土)の3回

(C)女性センター､民間カウンセリングルーム等でのフェミニストカウンセリングの現場

申込者: 5人　　　　　　　受講者: 4人

2/12(土), 2/26 (二日, 3/5 (土)の3回

※申込者が少なかったため､ 2/1 2 (二土)のみの開催

(D) (R.セルフへ/レプグループなどの現場

申込者: 16人　　　　　　　受講者: 16人

2/12(土), 2/26 (二日, 3/5 (土)の3回
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3　啓発学習事業

男女共同参画社会の実現のために､ジェンダー問題解決のための啓発活動を行うとともに

自主的な学習活動を支援した｡

( 1 )女性問題啓発講座の開催
ジェンダー問題に対する正しい理解と認識を深めるための各種講座を開催した｡

①ライブセミナー～女性と仕事～

いろいろな分野で活躍している女性を講師として招き､仕事の現場での生の声を聞くこと

により､女性が働き続けることを応援していく講座を開催した｡

定員:各50人　　延参加者数: 148人　午後2時から午後4時

月/日 努��ｸ7ﾒ�講師 ��ﾈﾙ竟)�B�参加者､ 

1 店ﾈ�#)?｢�7鋳�放送局の仕事 冑�?ｩ_ｩ�x8�5x4冏ｹYB�8�5x4仂x鴿+xﾉ9�xﾞﾉ_�;�5ｨ985��ｹ+r�ﾄi�����80 鉄��

2 度ﾈ�#I?｢�7鋳�振付家の仕事 �ﾈ�$､�･､D��4U5ETHuC�皦ﾜ��卻�(棠,8���39 �#��

3 ���ﾈ緤?｢�7鋳�ギャラリーの仕事 彦�F�&Dv�ﾆﾆW'������5H�ｸ6�4ﾘ888�8ｨ�ｴ�����4ﾘ888�8ｨ�ｸ6h4(8ﾈ4�5��ｸ胸'����35 �#"�

4 �(ﾈ綺?｢�7鋳�-アメイク業界の 坪4�8�8ｸ6xﾞ9��ﾙvYOﾉvY�ｩnXｧxﾕ｢�45 �#B�
仕事 凉ﾘ駟+yKﾉ68-ﾈ.H-ﾒ�

5 �8ﾈ��)?｢�7鋳�アドボケーターとし ��ﾉ�yHIH8ｽh鉅6ﾈ6(6x8��ｸ4��29 �#2�
て働く ～市民の意見で政策 をつくる仕事～ 嫡､��HuE��阮8効蹴��)m謁ﾘﾆ(���

②男女共同参画施策に関わる職員のためのプログラム

平成12･ 13年度の調査研究事業により完成したプログラムを基とし､研修講座として

実施した｡初めて男女共同参画施策に関わる職員の方々を対象に､ジェンダーの視点を高

め､その視点を持って事業を推進していくために､参加体験型学習などを通した研修のプ
ログラムを提供した｡

定員:30人　　申込者数:46人　受講者数:44人　延参加者数: 170人

午後2時から午後4時

月/日 �6X�ｸ7ﾒ�X蹌�

1 店ﾈ��)?｢���世界の流れ.日本の動きを知る 
田上時子(ドーンセンター事業担当コーディネーター) 

2 店ﾈ�#�?｢盈ｒ�女性相談とは～相談事業からみえる女性施策のABC～ 
川喜田好恵(ドーンセンター相談担当コーディネーター) 

3 店ﾈ�#y?｢盈ｒ�女性情報とは～その特徴と活用方法～ 
木下みゆき(ドーンセンター情報担当コーディネーター) 

4 塗ﾈ綺?｢盈ｒ�講座の企画.運営(彰 
仁科あゆ美(ドーンセンター企画推進グループ専門員) 

5 塗ﾈ��)?｢盈ｒ�講座の企画.運営(塾 
仁科あゆ美(ドーンセンター企画推進グループ専門員) 
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③男女共同参画施策に関わる職員のためのプログラムPart2

女性センター及び男女共同参画関係課で市民やN P Oとの協働事業を担当する職員が､協働相

手とよりよいパートナーシップを築き､担当職員としての専門性を高めながら､男女共同参画社

会を推進するための必要なスキルを身に付けることをめざす研修プログラムを提供した｡

定員:20人　　申込者数:29人　受講者数:29人　延参加者数: 106人

午後2時から午後4時

※3月3日のみ午前10時30分～12時30分､午後1時30分～3時30分

1月/日lテーマ/講師 

<概論> 

1 �(ﾈ��y?｢盈ｒ�NPOとの協働とは 
田上時子(ドーンセンター事業担当コーディネーター) 

2 �(ﾈ�#I?｢盈ｒ�女性センターにおける協働事業の意義と可能性 ～ドーンセンター｢NPOとの協働専門委員会｣から見えてきたこと～ 

尼川洋子(Eg立女性教育会館客員研究員) 

<パートナーシップのために必要なこと> 

3 �8ﾈ�9?｢盈ｒ�市民.NPOをエンパワメントするためのコミュニケーション.スキル ～担当者がフアシリテ-クーになるために～ 

筒井のり子(龍谷大学数員､大阪ボランティア協会市民エンパワメントセンター) 

<事業実施の協働プロセス> 

4 �8ﾈ���?｢盈ｒ�ケーススタディ①運営編 
*尼崎市女性センタートレピエ 

(尼崎市指定管理者:(特活)男女共同参画ネット尼崎) 
*ドーンセンター｢こどもの-や｣ 

5 �8ﾈ��i?｢��R��ケーススタディ②事業企画編 

*<講座>茨木市男女共生センター｢ローズwAM講座｣ 

*<フォーラム>堺市男女共同参画推進課｢さかい男女共同参画週 

間｣事業 

*<情報誌作成>吹田市男女共同参画センター『ソフィア』 

わたしf:ち

㊨"1.29"と女性　～仕事･家庭･子育て～

厚生労働省は､合計特殊出生率1.2 9 (平成1 5年)を発表した｡ 1.2 9の背景には､家族､

結婚､仕事､ライフスタイル､価値観､選択肢などの多様化､社会経済の変化がうかがえ､そこか

らさまざまな課題が見えてくる｡ "1.29"を切り口に､仕事､家庭､子育てなどにかかる身近な
わたしたち

問題を､女性で話し合い､考える講座を開催した｡

定員:女性50人　　申込者数56人　　延参加者数: 94人

午後2時から4時30分

月日 �6X�ｸ7ﾒ�X蹌�参加者数 

1 祷ﾈ��Y?｢�����わたしたち 1.29と女性 鉄��

･子育て相談の現場から 

高田昌代(大阪府助産師会子育て.女性の健康支援 
センター長､神戸市看護大学教授) 

･子どもと経済問題 

～ユニセフのレポート｢豊かな国々における子 

どもの貧困｣～ 

重任其麻子(帝塚山学院大学教授) 
･グループディスカッション 
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9月22日 冤��(*ｨ,(*ﾘ.價I�(,ﾈ8�6(5ｨ�ｸ5v����#�5h8x6(4�(/��43 超えて 

(水) ���4�8ｸ�ｸ7h6h4(5�4ｨ6(5h8x98,ﾈ-ﾈ,h-����
コーディネーター:木下みゆき(ドーンセンター情報担当 

⑤ ｢男性が楽しめる/＼ツピークッキングセラピー｣

ジェンダー問題解決のための啓発男性講座o ｢男の料理を創り､食し､語りあう｣　休日のひと

とき､肩の力を抜いて楽しく自己発見や人とのコミュニケーションスキルを男性が身につけていく

機会を提供したo

定員:男性20人　　申込者数25人　受講者数:20人　延参加者数･40人

とき:平成17年3月5　日(土) 15:30-20:00　　ところ:調理室

内容:第1部　｢スマートに料理を創ろう!｣

第2部　｢食し､語らう､寛ぎのひととき～出会いを楽しみ､しなやかに自分さがL
iJl

コーディネーター:中野泰孝(ドーンセンター企画推進グループ事業担当)

フアシリテ一夕- :谷川辿子&本多利子(ドーンセンター相談スタッフ)

⑥企業向け研修セミナー①～③

事業所等に向けて｢男女協働の職場づくり｣ ｢女性の能力活用｣ ｢仕事と家庭の両立｣などの

取り組みを積極的に進めていく必要がある｡そこで事業主及び企業で働く人を対象に､先進事例

や現状を紹介し､職場における男女共同参画を推進するための方法を考える講座を開催した｡大
阪府｢男女いきいき･大阪元気宣言事業｣とも連携して実施したo

①定員:40人　　申込者数:43人　受講者数:34人

とき:平成17年3月17日(木) 14:00-16:00

内容:男女協働の職場づくりと人材マネジメント　今､企業として取り組むべきこと
～社員個人の能力開発､企業経営者としての環境整備～

渡辺　峻(立命館大学経営学部教授)

②定員:40人　　申込者数:29人　受講者数: 19人

とき･平成17年3月24日(木) 14:00-17:00

内容･ <第1部> ｢男女いきいき･元気宣言｣企業の取り組みから
コーディネーター:中村艶子(同志社大学言語文化教育センター助教授)

事例発表:不二製油株式会社

株式会社日本公文教育研究会
<第2部>情報交換交流会

③定員:40人　　申込者数:51人　受講者数:39人

とき:平成17年3月29日(火) 14:00-16:00

内容:働く女性のためのストレス･ケア　～セルフ･マネジメント～

川喜田好恵(ドーンセンター相談担当コーディネーター)

⑦ ｢負け犬論｣を超えて

｢30代以上､未婚､子ナシ｣の女性を"負け犬"と呼んだ『負け犬の遠吠え』 (酒井順子著/

講談社)がベストセラーとなったo平成16年度の流行語大賞を受賞し､各メディアでも論争を

引き起こした｡未婚･非婚､少子化などの社会事情について､各パネリストからの問題提起を
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受け､ ｢勝ち｣ ｢負け｣でなく､女性たちが自分の生き方について主体的に考え､語り合うきっ

かけになる講座を開催した.

定　員:女性50人　　申込者数70人　受講者数:51人

と　き:平成17年3月26　日(土) 19:00-21 :00

パネリスト:畑　律江(毎日新聞学芸部編集委員)

奥村睦美(サントリー不易流行研究所研究員)
コーディネーター:仁科あゆ美(ドーンセンター企画推進グループ専門員)

(2) ｢女性エンパワメントフォーラム2004｣の開催

ドーンセンター開館10周年記念事業として､ ｢ウイメンズフォーラム｣及び｢女性と仕事創

発事業｣を位置付け､講演､シンポジウム等を実施した｡

と　き　･平成16年11月12日(金)･13日(土)

参加者数･延べ約700人

(3)ウイメンズフォーラムの開催

今年度は､ ｢女性エンパワメントフォーラム2004｣の一環として､ジェンダー問題の啓発

及びドーンセンターの設立趣旨である男女共同参画社会づくりを広くP Rするために開催した｡

と　き:平成16年11月12　日(金) 12:00-16:00

ところ:ホール(7F)

定　員:500人　　申込者数: 183人　参加者数:181人

内　容:

第-部　ビデオ｢ドーンセンター10年の歩み｣上映

第二部　講演｢2 0世紀の女性から2 1世紀の女性たちへ～女性センターに託された使

命～｣　講師:竹中恵美子(ドーンセンター館長)
シンポジウム｢2 1世紀の女性の役割｣
コーディネーター:田上時子(ドーンセンター事業担当コーディネーター)

パネリスト:三隅佳子(財団法人アジア女性交流･研究フォーラム理事長)

山内直人(大阪大学大学院国際公共政策研究科教授)

川喜田好恵(ドーンセンター相談担当コーディネーター)

第三部　大阪府女性基金プリムラ賞贈呈式

本フォーラムの関連イベントとして､女性/男女共同参画関連施設職員などを対象にした｢情

報｣ ｢相談｣ ｢事業｣の3分科会､韓国の代表的な女性写真家バク･ヨンスク写真展､フルート

アンサンブルコンサートを開催したo

と　き:平成16年11月13　日(土) 10:00-16 :45

ところ:大会議室等

(情報分科会)
｢今こそ､ライブラリーの｢出番｣です! ～組織が活きる情報サービスをめざして～｣

定員:50人　　申込者数:　46人　参加者数: 44人

対象:女性センターの情報担当者､専門図書館員､公立図書館員､大学図書館員など
講演と質疑応答　｢小さなライブラリーの大きな効果～情報の力を活かす｣

講師　尼川洋子(国立女性教育会館客員研究員)

事例発表&バズセッション　司会および進行　尼川洋子

① ｢サービスとPR｣大林弘子(とよなか男女共同参画推進センター情報担当主任)

② ｢メールによる情報配信サービス｣西部由美(関西アメリカン･センター)

③ ｢パスファインダーづくり｣角本勢津子(姫路市男女共同参画推進センター女性

情報アドバイザー)
(彰｢学習相談｣木下みゆき(ドーンセンター情報担当コーディネーター)
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(相談分科会)
｢2 1世紀の女性センター相談事業を考える｣

定員:50人　　申込者数ニ　41人　参加者数:45人

対象:女性/男女共同参画センター相談事業担当職員､ NPO等での女性相談従事者など
シンポジウム
｢2 1世紀の女性センター相談　～その可能性と相談員の役割｣

シンポジスト　　　景山ゆみ子(名古屋市男女平等参画推進センター相談担当主査)

竹之下雅代(ドーンセンター相談スタッフ)

福本育子(兵庫県立男女共同参画センター女性問題カウンセラー)
コーディネーター　川喜田好恵(ドーンセンター相談担当コーディネーター)

ワークショップ　｢女性センターに特徴的な相談に対応するために
～D V/性暴力被害の援助活動に必要な研修プログラム～｣

ファシリテ一夕-　川喜田好恵(ドーンセンター相談担当コーディネーター)

(事業分科会)
｢女性センターにおける事業企画の立て方｣

定員:50人　　申込者数:　26人　参加者数:24人

対象:女性/男女共同参画センター事業企画担当者
フアシリテ一夕-　田上時子　(ドーンセンター事業担当コーディネーター)

仁科あゆ美(ドーンセンター事業担当専門員)

(バク･ヨンスク写真展｢マッドウイメン｣)

平成16年10月5日(火) ～11月28日(火)　ロビー(1F)

韓国の代表的な女性写真家バク･ヨンスクが､日常的な光景とともに現代の韓国女性をとらえる｡

協力:サードギャラリーAya

(フルート　アンサンブル　FLEURIR (フルリール)コンサート)

平成16年11月13日(土)開演12･30･17▲00　パフォーマンススペース(1F)

参加者数: 63人

女性をテーマとした曲を中心に演奏
ドビュッシー:亜麻色の髪の乙女､ビゼー:アルルの女よりメヌエットほか

出演:フルートアンサンブルFlJEURIR

フルート:神谷あゆ､杉山久美子､沼本奈緒子､広瀬絵理　ピアノ:矢崎普子

(4)ジェンダーぶちェッセイの募集

ドーンセンター開設10周年事業として､男女共同参画社会実現に向けて､日ごろ感じて
いる思いを｢ぶちェッセイ｣にまとめてメールで応募していただく事業を実施した｡

審査の上､最優秀1作品､優秀3作品､入選約9作品を受賞作品として選定し､男女共

同参画社会の実現にむけた啓発冊子としてとりまとめたo
･募集時期　平成16年秋･冬

･応募件数　188件

･審査委員　亀山房代(吉本興業所属タレント)

佐藤友美子(サントリー不易流行研究所部長(現･サントリー次世代研究所))

竹中恵美子(ドーンセンター館長)

時岡禎一郎(財団法人大阪府男女共同参画推進財団理事長)
･作成内容　『ジェンダーぶちエッセイ受賞作品集』

部数　500部　A5版　24ページ
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4　女性に対する暴力対策･民間等人材育成支援事業

大きな社会問題になっているドメスティック･バイオレンス､セクシャル･-ラスメント等の

r女性に対する暴力｣は､多くの人々にかかわる問題であり､男女共同参画社会実現のために解決

しなければならない重要課題である｡

地域において様々な相談を受ける機会の多い民間の人々も含めて｢女性に対する暴力対策人材養

成支援講座｣を開催した｡

(1)　女性に対する暴力対策人材養成支援講座｢入門編｣の開催

女性に対する暴力に関する基礎的知識や被害者を支援するために必要な情報を提供するとと

もに､被害者から相談に応じる際のノウ-ク等を具体的事例をもとに実践的に習得してもらう
ための講義と実習を行った｡

･女性に対する暴力対策人材養成支援講座｢入門編｣第1回(夏コース)

定員　60人　　申込者　84人　　受講者　86人　　　延参加者数　584人

時間　午前10時から12時､午後1時から4時15分

月/日 努��ｸ7ﾒ�講師 

1 度ﾈ繪?｢�女性に対する暴力とは �'ﾉEh岑椹�2��6��ｸ985ｨ985��ｹ�ｩ&ｸ5�5�6(7B��DVにまつわる神話とr家族｣ �'ﾉEh岑椹�2�
(木) �(ドーンセンター相談スタッフ) 

男女共同参画社会と女性-の暴力 ���育����Xﾞ9Wｹ�hｨ閏h峪YI&ｨ�ｺI:��柯擺��

2 度ﾈ��Y?｢�DV被害者支援のためのネットワーク ��ﾈｮﾉ68ﾔHﾆ"��6ふ�5ｨ985籐�ｩ&ｹ%99h5(�ｸ6���486ﾂﾘ5簫��
DV被害者支援における女性相談センターの �H�9dhﾕﾒ�

(木) 冩�ｨB�(大阪府女性相談センター) 

事例を通して学ぶ支援のための連携 ��ﾈｮﾉ68ﾔHﾆ"��6��ｸ985ｨ985��ｹ�ｩ&ｹ%99h5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ5��ｲ��

3 度ﾈ�#)?｢�盈ｒ�女性-の暴力に対する警察の取り組み 亳xｮﾉ[i&｢���Xﾞ9Wｸﾇ井�gｹYI�hｨ���9�ﾙk�擺�5�6x*綴Ei�鞜H���
被害者に対応するときの心構え 亶ｹgｹu(ｴ��2��6��ｸ985ｨ985��ｹ�ｩ&ｸ5�5�6(7B��

二次被害を招かないための対応とは 亶ｹgｹu(ｴ��2��6��ｸ985ｨ985��ｹ�ｩ&ｸ5�5�6(7B��

･女性に対する暴力対策人材養成支援講座｢入門編｣第2回(秋コース)

定員　60人　　申込者　59人　　受講者　69人

時間　午前10時から12時､午後1時から4時15分

延参加者数　314人

月/日 努籀7ﾒ�講師 

1 ���ﾈ緤?｢�女性に対する暴力の神話と実態 ��冏ｸ躡,8����6��ｸ985ｨ985��ｹ�ｩ&ｸ5�5�6(7B��
ジェンダーと暴力 ��冏ｸ躡,8���

(水) �����･��(,ﾉn)��,iNﾘ･��(,ﾉ�9yﾘ���(ドーンセンター相談スタッフ) 

男女共同参画社会と女性-の暴力 �$ｩ:��"���Xﾞ9Wｹ�hｨ閏h峪YI&ｨ�ｺI:��柯擺��
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2 ���ﾈ��9?｢�被害者の自立に向けて �H�9dhﾕﾒ�

～DV相談支援センターの役割～ 忠�Xﾞ9Wｸ��ｹ�ｩ&ｸ5ｨ985��ｲ��

被害者-の心理的援助のあり方 俑��ﾈﾔ韈��
(水) �(ドーンセンタ-相談スタブ7) 

事例を通して学ぶ 俑��ﾈﾔ韈���6��ｸ985ｨ985��ｹ�ｩ&ｸ5�5�6(7B��

3 ���ﾈ�#�?｢���R��女性-の暴力に対する警察の取り組み 侘8��[i&｢���Xﾞ9Wｸﾇ井�gｹYI�hｨ���9�ﾙk�擺�5�6x*辻胼i�鞜H���被害者支援の経験から学ぶこと ��ﾈｮﾉ68ﾔHﾆ"�
～話し合い～ 宙6��ｸ985ｨ985籐�ｩ&ｹ%99h5&���486ﾂﾘ4��ｲ��

被害者支援のための留意点 ��ﾈｮﾉ68ﾔHﾆ"��6��ｸ985ｨ985��ｹ�ｩ&ｹ%99h5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ6r��

*　10月20日午後からの講座は台風により中止

( 2)　　女性に対する暴力対策人材養成支援講座｢専門編｣の開催

｢入門編｣を受講した人､既に地域において被害者支援や相談に携わり､女性に対する

暴力に関する基礎知識を有している人や､相談に応じる機会が多い人を指導するまたは

研修する立場にある人を対象に､ ｢入門編｣に続き｢専門編｣として開催する｡

定員　60人　　申込者　118人　受講者数　129　延参加者数　719人

時間　午前10時から12時30分､午後1時30から4時

月/日 努��ｸ7ﾒ�講師 

1 �(ﾈ纖?｢�救急現場から見えるDV被害と地域支援 ��ﾉJ��騫ﾘ����,h.h,�*�&ｨ�ｺI:��枴�I�俥�&2��蓼ﾔH�nr�
(水) �(豊中市消防本部救急隊員) 

DV被害者の心理と二次被害の防止 亶ｹgｹu(ｴ��2��6��ｸ985ｨ985��ｹ�ｩ&ｸ5�5�7Sr��

2 �(ﾈ��i?｢���R��外国人女性のDV被害とその対応 儖h�9��Oﾂ��*ﾘ.ｲﾘ,簫��DV支援とストーカー法の活用 偖ﾈ憙葡���Xﾞ9Wｸﾇ井�gｹYI�hｨ���9�ﾙk�擺�5�6x*綴Ei�鞜H���

改正DV法とその活用 �+y$ｩ�ﾈｹ韈��
～各種通達とその利用に関して～ 忠]佩ﾈ贅��

3 �(ﾈ�#9?｢���R��DV被害者-の心理的援助 �H�9h�nｸ���
～pTSDの理解と症状管理～ 宙7H4h7�6ｨ5�6x4ｨ4X985ｨ8��ｲ��

DVの加害者像と加害者更正プログラム ��ﾈｮﾉ68ﾔHﾆ"�

の課題 宙6��ｸ985ｨ985��ｹ�ｩ&ｹ%99h5"ﾘ6h486ﾂﾘ4��ｲ��

4 �8ﾈ�)?｢���R��援助者のためのストレス.マネージメント 亶ｹgｹu(ｴ��2���Xﾞ9�8,ﾈ5H7ﾈ�ｸ6x5ｨ985簫�����ﾉ�2�,ﾈ5H7ﾈ�ｸ6r�5�6Rﾘ5h��92��

DV被害と子ども 俘)68蒴�2�
～からだとこころの安全を考える～ 忠?ｩgｴEif育��饑�5ｨ985��ｲ��
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5　女性の能力開発･ネットワークに関する事業

女性の社会参加･参画を促進するため､女性の能力の開発･育成に必要な講座等の開催や支援事業

を行い､女性団体･グループの交流の活性化を図った｡

(1)女性グループ･ NPOのための組織開発講座
男女共同参画社会の実現をめざして活動している女性グループが､抱えている問題や課題を解決

するために､様々なスキルを身につけ､グループのエンパワメントを支援する講座を開催し､グルー

プ間のネットワークの形成を促進した｡

l概論･ケーススタディ】

定員:50人　　申込者数:23人　延参加者数:39人

時間:午後2時から4時

【公開講座】
定員:50人　　申込者数:47人　延参加者数:32人

【組織運営実務】
定員:50人　　申込者数: 25人　延参加者数:93人

特定非営利活動法人について(特活)と表記しています｡

1 ����"�14:00 �&ｨ�ｺI:��柯��檍/�-�+H+t���舐�田上時子 ドーンセンター事業担当コ-デイ 
(土) ����h6｣���oとその役割.....① �6ﾈ自uｲﾒ�

2 ����#2�14ニ00 泌���9j��:笘,�,(*(,H,ﾈｮ��)&ﾘ�t��山田裕子 NPOとは何か? 忠<�ｨｙ�Xﾞ4���5ｨ985��ｹyﾘ饕��
(土) ����c｣���法人化のメリットデメリットは? 倬ik�ｼy+r�

3 ����3��14:00 泌���9j��:笘,�,(*(,H,ﾈｮ��)&ﾘ�t��山田裕子 NPO法人化の手続き 忠<�ｨｙ�Xﾞ4���5ｨ985��ｹyﾘ饕��
(土) ����c｣���～申請から認証まで～ 倬ik�ｼy+r�

4 ����R�14:00 ��佰h､ｨﾗXﾜ��5��ｸ5�5�5�6h4(�｢����舩��:�,�*�*(,JH,�+ｨ5x4x92�郡司真弓 
(土) ����c｣���ダーの視点が必要なのか? ～組織運営と事業活動を実践例で学ぶ～ 忠<�ｨr付S#�5x887�99yﾘ駟+r�

5 ���ﾃ#"�14:00 �&ｨ�ｺI:��柯��檍/�-�+H+t���,b�田上時子 その役割② �6��ｸ985ｨ985��ｸ馼ｼi%99h5"ﾘ6h42�
(土) ����c｣���～NPO/NGOのシミュレーション～ �6ﾈ自uｲﾒ�

6 ���#���7鋳�10:30 -12:30 倬ik�ｼx,ﾈ戊�:Io�ｨH,h,ﾒ�山本麗子 (特括)宝塚NPOセンター事務 局次長 
13:30 -15:30 僖隴H馼ｼhﾇh柯,ﾉzx,I_ｲ�

7 �(�ﾃR��7鋳�10:30 -12:30 泌��,�*�*�.�7ｸ8�986X4(4�,h,ﾈｭh.ﾘ.雲ｲ�筒井のり子 (社福)大阪ボランティア協会.市民エ 

13:30 -15:30 �5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x92�5�4ﾈ8ｺH檍ｶ8,ﾈ鰄+��

8 �"��"�10:30 泌��,ﾈ檍ﾇb�西田真由美 税理士 
土 ����%�3����

9 �(�ﾃ�"�13:30 泌��,ﾈﾔﾉ_��ﾙz｢�仁科あゆ美 ドーンセンター企画推進グループ専門員 
(土) 蔦�U�3��
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10 �"����10:30 -12:30 倬hｼi5x､ｨ,ﾈ+ﾘ-�,ﾈ��ﾋ乖駅�d��岸本幸子 
(土) ��3｣3��～資金調達､地域.行政.企業との 忠<�ｨｘ7�7X8ｨ6(4�8ｨ5ﾈ�ｸ5�5ｨ985��ｲ�
-15:30 �6ﾈ6(6x8��ｸ4�,�,x���事務局長 

ll �(�ﾃ#b�10:30 -12:30 泌��,ﾈ馼ｼiUﾘ幵�粉川一郎 (特活)コミュニティシンクタンク 
(土) ��3｣3��ﾓ�S｣3���)Uﾘ廁-ﾘ*j9�9Uﾉyﾘ饕�Y����Xｧx��檍ｧyYH8�6h4(4���檍ｧx怩��ｩD8ﾗX蹌�

(2)女性と仕事創発事業の実施
社会的に意義のある仕事を自ら創りだし､自立と自己実現を図る新しい働き方をしようとする

女性に対して､女性と仕事創発に必要な支援を行った｡

(む　女性エンパワメントフォーラム2004 ｢世界を舞台に活動する女性たち｣

国際的にみて女性の活躍度が低いなか､社会経済の構造改革を進めるためにも重要な女性の
チャレンジを支援するため､講演とシンポジウムを開催した｡

日　時:平成16年11月13日(土) 13･00-16:45

ところ:ホール(7F)

定　員:500人　　申込者数:232人(152人)　参加者数:234人(159人)

( )内はうちシンポジウム

内　容:

第一部　講演｢世界を繋ぐ､女性(わたし)の仕事｣

講師:猪口邦子(上智大学法学部教授､前ジュネーブ軍縮会議日本政府代表部
特命全権大使)

シンポジウム｢世界を舞台に活動する女性たち｣
コーディネーター:田上時子(ドーンセンター事業担当コーディネーター)

パネリスト:木山啓子((特括)ジェン(JEN)理事･事務局長)

茅野みつる(伊藤忠商事株式会社法務部コーポレート･カウンセル/

カリフォルニア州弁護士

藤田法子(大阪商工会議所国際部国際担当)

6　調査研究事業

NPOとの協働を円滑に推進するための専門的な役割を担う｢NPOとの協働専門委員会｣を

理事会のもとに設置し､ ｢電話相談事業｣ ｢情報事業｣のNPOとの協働､及び｢一時保育事業｣
の評価などについて協議を行った｡なお､ ｢電話相談事業｣及びr情報事業｣のNPOとの協働

先選定にあたっては､公募を行い選考委員会で選考し決定した｡
また､ 1 7年度事業計画(予算要求)について提言を行った｡

(1) ｢NPOとの協働専門委員会｣の設置､運営

(丑委員
･尼川　洋子(国立女性教育会館客員研究員)

･肥田　和子(元堺市男女共同参画推進担当部長)

･丸本　郁子(大阪女学院短期大学名誉教授)

･水谷　綾(大阪ボランティア協会NPO推進センター　インキュベ-トアドバイザー)

･松田　隆雄(大阪府生活文化部男女共同参画課長)

･森野　秀登(ドーンセンター事務局長)

･Jll喜田　好恵(ドーンセンター相談担当コーディネーター)
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アドバイザリー委員
･粉川　一郎((特括) NPOサポートセンター事務局長/コミュニティ･シンクタンク｢評価

みえ｣代表理事)

オブザーバー
･川田　清司(大阪府生活文化部府民活動推進課長)

②開催状況
打ち合わせ会　　　　平成16年5月18日

委員会　　　　　　　平成16年6月18日､ 7月21日､ 8月20日､9月30日､

12月17日､平成17年1月20日､ 3月9日

ワーキング(情報)　平成16年7月8日､ 8月10日

ワーキング(相談)　平成16年6月23日

ワーキング(一時保育)　平成16年11月2日､ 11月9日

ヒヤリング(一時保育)　平成17年2月17日

中間据言書提出　　　　　平成16年10月8日

(2)選考委員会の開催

電話相談

情報事業

平成16年8月25日

平成17年2月23日

7　文化表現事業

女性による文化･表現活動を支援するとともに､女性に対する固定的なイメージや社会
意識の変革をめざす映像作品の上映や､舞台芸術作品の公演等を行った｡

(1)女性映像フェスティバル2004

女性の視点による映像文化の発展と映像分野-の女性の参画の促進を図るため女

性監督作晶等の上映を行った｡

日時:平成16年6月4日(金)･5日(土)　参加者数:726人

会場:ホール(7F)､視聴覚スタジオ(5F)

作品: r母のいる場所｣ (2003年/日本/116分/監督:槙坪夢鶴子)

トーク/槙坪夢･鶴子(監督)

久田恵(作家)

馬捌晴子(俳優)
小笠原町子(俳優)

｢デプラ･ウインガ-を探してJ

(2002年/アメリカ/97分/監督:ロザンナ･アークエツト)

海外女性監督ビデオ上映会　～ドーンセンターオリジナルコレクションより～

さあ生きよう! (インド/49分)､響きあうこころ(カナダ/35分)､わたしの心はわたし

の証(カナダ/53分)､戦場のレイプ(カナダ/60分)､家族プロジェクト:父の家(韓国

/52分)､医師クローデットの場合(カナダ/49分)､恋人からの暴力(カナダ/20分)､

自分らしく生きる(カナダ/17分)､ドラッグの恐怖(カナダ/30分)､子どもの権利:中

高生編(カナダ/24分)､ウオッチングTV (カナダ/6分)､不適切な行動(カナダ/27

分)､ゲット･ザ･ピクチャー(カナダ/22分)､ファイブ･ミニツツ･プロジェクトpartl

アジア(33分)､ part2北米･南米(23分)､ part3ヨーロッパ(33分)､ part4アフリカ･

オセアニア(26分)､追加編(30分)
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(2)総合的な学習時間に活かせる番組づくり講座
～子どもたちがジェンダーの視点でメディアを主体的に読み解き､発信する力を

つけるために･-

小中高等学校等の教員などを対象に･メディア･リテラシーの理論と番組づくりの過程(企画､構成､

収録実習など)を通して､子どもたちが自らメディアを発信する力を身につけるための体験型学習の

手法を学ぶ講座を開催したDなお､講座の企画･運営は､ドーン･ビデオメイトとの協働で行った｡

<公開講座のみ>定員: 50人　申込者数‥ 30人　受講者数: 23人

定員:30人　申込者数:14人　延受講者数･69人

時間:午前10時から12時30分､午後1時30分から4時

協力:ユーリードシステムズ株式会社

<公開講座> ���｣���理論編:子どもとメディア.リテラシー 

7/23 凵`ワークショップを交えて～ 

(金) 啌����#｣3��講師:田上時子(ドーンセンター事業担当コーディネーター) 
大会議室2(5F) 

7/23 ��3｣3��番組の企画を考える 

(金) 唸耳璽�c｣���講師=下之坊修子(ビデオ工房AKAME) 
大会議室2(5F) 

7/27 (火) ���｣�����ｳ�#｣3��カメラワークを学ぼう 番組制作についての基礎 

13:30 -16:00 
講師=下之坊修子(ビデオ工房AKAME) 

視聴覚スタジオ2(5F) 

7/30 (金) ���｣������#｣3��撮影してみよう!(スタジオ収録の実習) 

13:30 �5�5�5x4假ｹ�,ﾈ����
～16:00 俎X蹐ｨ6��ｸ92�7(6h4�8�486r�

視聴覚スタジオ(5F) 

8/6 (金) ���｣������#｣3��番組の編集(編集機､パソコンを使って)① 番組の編集(編集機､パソコンを使って)② 

13:30 ～16:00 

講師:ドーン.ビデオメイト 

視聴覚スタジオ(5F) 

8/10 ���｣���番組の編集(編集機､パソコンを使って)③ 
～12:30 俎X蹐ｨ6��ｸ92�7(6h4�8�486s�3ﾓ3��

(火) ��3｣3��番組の上映とまとめ 

～16:00 俎X蹐ｩ68�8鳧��6��ｸ92�7(6h4�8�486r�

視聴覚スタジオ(5F) 
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(3)女性芸術劇場の開催

女性の手による女性の視点を持った舞台芸術公演を開催した｡

開館10周を記念し､平成10･1 1年にも上演した本公演をリメイクし､府内･松原市､

吹田市とのリレー公演として開催したD

第10回女性芸術劇場｢ムーンライトチルドレン｣

テ~マは"子どもの虐待"o核家族化､地域社会の崩壊､父親の長時間労働､子どもと

のコミニニケ-ション不足､ 3歳児神話､育児不安､ストレス､孤立､母親を追い込んで

いく社会を背景に､虐待を受ける子どもの心の叫び､虐待をしてしまう親の心を描き､虐

待を受けた心の傷は周臥こよって癒され､虐待の連鎖を断ち切ることも可能であるという

メッセージを伝えた｡

作:森脇京子　演出=木嶋茂雄　出演‥劇団ひまわり　監修‥田上時子

日時:平成16年10月16日(土)･17日(日)開演14:00

ところ:ホール(7F)　　定員=各回500人　延べ数=711人

前売り:大人/2, 500円､中高生/1, 500円､

3歳～′小学生/1, 000円　※当日は500円アップ
･平成1 6年度文化庁芸術祭参加

･大阪文化祭参加

･共催　財団法人吹田市文化振興事業団､松原市､財団法人松原市文化情報振興事業団

･認定　社団法人企業メセナ協議会

･協賛　アサヒビール㈱､ェネサーブ㈱､大阪Ⅱゾンタクラブ､ ㈱学校事務機センター

㈱キャッスルサービス､ ㈱宣成社､川西軽印刷㈱､くもん子ども研究所､財団

法人関西テレビ青少年育成事業団､財団法人毎日新聞大阪社会事業臥三精輸送
機株式会社､松下電器産業株式会社､明治安田生命保険相互会社､ N PO法人
モバイル･コミュニケーション･ファンド

･後援　大阪府･大阪府教育委員会､財団法人大阪2 1世紀協会､財団法人大阪府青少年活動

財団､社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

(4)海外女性監督ビデオ作品の収集･加工

①わが国で未公開の女性監督のドキュメンタリー等を独自に収集し､日本語に翻訳加工して､ラ
イブラリーで視聴･貸出サービスを行い､広く府民の活用を図る｡また､行政､学習･教育機関

や団体･グループ等の研修教材として活用できるように販売も行った｡

作品名 防ｬI<"�l製作年 

韓国発映画をつくる女たち �488��5�8ｸ8ﾂ�2001年 亊異��40分 �6�4ﾈ8X8�985�8ｨ�ｲ�

②戦後60年の女性の労働について､雇用のあり方､保育･育児問題等を､女性労働の研究家であ
る竹中恵美子館長が語った教育用ビデオを作成し､ライブラリーで視聴･貸出サービスを行い､広

く府民の活用を図るoまた､日本在住の外国人や国際関係機関等でも研修や学習等で活用できる
ように､英語字幕を入れて販売も行なったo

作品名: ｢働く女性の60年｣ (54分)
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8　国際交洗事業

( 1 )海外向け英文情報誌の発行

ドーンセンターの知名度を高め､情報集積を促進するとともに､センターの活動や日本の民

間レベルの女性問題情報を海外に発信するため､海外向け情報誌をN P Oと協働で発行したo
･発行時期　　平成1 6年1 2月

･部数　　　　3, 000部

･規格　　　　A4版　12頁

･配付先　　　海外1 20カ国(政府･国際機関､ NGOなど約350カ所)

国内6 50カ所(女性関係施設､図書館など)
･企画会議　　次の委員からなる企画会議を設置し､編集基本方針や記事内容､執筆

依頼先等を決定したo
<企画委員>　井上　理津子(フリーライター)

富岡美知子(近畿大学教員､異文化コミュニケーショントレーナー)

宮本博文(NPO法人心のサポートステーション理事)

山本　愛(NPO法人アジアボランティアセンター職員)
<編集担当>　千葉　潮(編集事務所　アルゴ代表)

･基本方針　　全体テーマは｢3 0代女性｣

頁 �>�vR�執筆者 

1- 3 �?ｩgｸ,ﾃ3��8��ｸ��+ｸ,ﾉ¥�ｸ,i]ｸ菇�ｸ���伊田広行(大阪経済大学教員) 

4- 5 ��X�ｨ,ZI&闔h,Xｨ頴H+x.傚y�ｸ+ﾘ+��松田聡子(推進事務局長) 粟生紀子 
(丑松下電器産業女性躍進本部 

②子育て.自分育てサークルFurture 

5 �?ｩgｸ,ﾈ7ﾘ486ﾘ8ｨ6X4(��ｸ��Nﾘﾛy¥ｩYIx�,ﾈ��ｸ+ﾘ+�,ﾂ�熊本理抄 
エンパワメント～ 宙ｽ�Y�Xｧy�ﾈﾊ�n)�位Hｸh���

6 �(ｮ仂h,Y:ﾘ*ﾚ8*�.z$���舩�,Y:ﾘ*ﾚ8��ｸ+ﾘ+��山本愛(アジアボランティア センター 

7 �48985�7(8X�ｸｵH�)eｹ�8+8/�宛ygｸｻｸｼh5�8ﾈ986r��インタビュアー仁科あゆ美 (ドーンセンター企画推進グ ループ専門員) 

8- 9 �7X6(4�8ﾈ7(8X�ｲ�ドーンセンター情報ライブラ リー 

『負け犬の遠吠え(酒井順子/講談社)』『｢結婚の条件 
(小倉千加子/朝日新聞社)｣『-イプリツドウーマン 

(遥洋子/講談社)』『おんな泣き(北原みのり/晶文 

社)』『結婚帝国女の岐れ道(上野千鶴子､信田さよ子/ 

講談社)』『働く私に究極の花道はあるか?(速水由紀子 

/′ト学館)』 

10- �6��ｸ985ｨ985��ｸ,ﾈ馼ｼh*�.r�仁科あゆ美(ドーンセンター企 ･女性映像フェスティバル2003｢ガイア.ガールズ｣の 

ll ��8防,j):ﾈ*H�+ﾘ+�8���5x,ﾈ､ｨﾜ2�画推進グループ専門員) 
･女性芸術劇場｢ムーンライトチルドレン｣ 

12 �6��ｸ985ｨ985��ｸ馼ｼh��樞�中村英子(ドーンセンター企画 
女性グループ.ネットワークのための組織開発講座 ��I��4�8ｸ�ｸ7i�ｩnX蹴��
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(2)海外女性ネットワーク事業

海外女性のNGO ･ NPOとの交流を深め､共通する課題の解決や女性の地位向上について

協力できる関係を築いていくため､日本の女性グループ等と連携して､海外女性NGO ･ NP

Oとのネットワークづくりを支援する事業を実施した｡

①日韓女性人権シンポジウム｢女性-の暴力(DV ･性買売) in大阪j

日時:平成16年6月6日(土)　　会場:特別会議室･大会議室

交流団体:韓国女性ホットライン

協催団体:お茶の水女子大学ジェンダー研究センター
参加者数: 175名

② ｢マッドウイメン｣バク･ヨンスク講演会

日時:平成16年1 1月27日(土)　　会場:大会議室1

協催団体:The Thi r d Gall e ry Aya

参加者数: 32名

③パネルディスカッション｢日本の男女平等の確立に必要なものは?間接差別の禁止と選択
定書の批准とそして･ ･ ･｣

日時:平成16年12月9日(木)

会場:パフォーマンススペース
コーディネーター:越堂静子(WWN)

パネリスト:CEDAW委員　ショップ･シリング&弁護士　宮地光子

協催団体:ワーキング･ウイメンズ･ネットワーク

参加者数: 80名

9　協催事薫

NPOとの協働モデル施設として､ドーンセンターを利用してNPO等が行う男女共同参画社会

の実現にむけた啓発事業で､協働することにより､事業効果やグループ活動の活性化につながる企

画提案に対して､外部委員も参画した選考審査を経て事業支援を行う協催事業を実施した｡

(1)選考委員会の開催

第1回　平成1 6年4月27日　　選考企画数1 1件(応募企画数14件)

第2回　平成16年8月10日　　選考企画数　7件(応募企画数12件)

第3回　平成1 7年1月25日　　選考企画数1 1件(応募企画数16件)

(2)平成1 6年度協催事業一覧

実施件数:23件　延べ参加者数:3, 280人

月/日 �6X�ｸ7ﾒ�場所 仄hﾜ9�ｨ詹_ｲ�参加者 数(延) 

I 滴ﾈ��I?｢��R��映画｢アフガン零年｣の上映とア フガン問題シンポジウム �7｢ﾘ6ﾘ8ﾂ�シネ.ヌーヴオ ��#y�ﾂ�

2 店ﾈ�#)?｢�?｢����佇�#Y?｢�7鋳�｢働く女性の権利講座｣ ��X檍ｶ8��働く女性の人権センター い☆こる ��cy�ﾂ�

3 塗ﾈ緤?｢�?｢��日韓女性人権シンポジウム｢女性 -の暴力(DV.性買売)in大 阪｣(海外女性ネットワーク事業) �<�¥ｨ檍ｶ8��nr�お茶の水女子大学ジェン ダー研究センター ��sY�ﾂ�
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月/日 �6X�ｸ7ﾒ�場所 仄hﾜ9�ｨ詹_ｲ�参加者 数(延) 

Ll 度ﾈ�9?｢�7鋳�フェミニストカウンセラーのた めの｢性.暴力被害者の回復援助 ��X檍ｶ8��メアリー.--ヴエイ関 都Y�ﾂ�
-の道筋｣支援の現場で何ができ るか? 剞ｼセミナー実行委員会 

5 度ﾈ��i?｢粟�����働く女性のための.親子で楽しむ �+)yﾘ��工房カモミール �����ﾂ�
12月17日(金) �4�6(4ﾈ984�5ｨ8�78�ｲ�

6 嶋ﾈ繦?｢�7鋳�映画｢少女-ジヤル｣上映とクル ド問題対談 �7｢ﾘ6ﾘ8ﾂ� 塔i�ﾂ�

7 嶋ﾈ���?｢盈ｒ�手記｢女たちの太平洋戦争｣朗読 と体験者のお話 倩ｹ*隕�5�5��5x4��おはなしくじら 鉄��ﾂ�

8 ���ﾈ纖?｢�7鋳�北京JAC第9回全国シンポジ �7ｨ�ｸ8ｹ�ﾂ�北京JAC第9回全 ������～10月10日(日) �4X8�)fｸｹ箋��,佰ﾈ*�,J2�俛�5h987ﾈ5x4X8���ﾗ2�効醜檠�ﾂ�人 

9 ���ﾈ�#9?｢�7鋳�あなたの夢を表現してみません か?夢フリマフェスティバル �7�7H4��ｸ7ﾒ�985�5�7��ｲ�5��ﾂ� 鼎S��ﾂ�

10 ���ﾈ�#9?｢�7鋳�生活塾｢パート(短時間労働者) で働くということ｣ �5ｨ7�6�ｨ��グループoLC �#I�ﾂ�

ll ���ﾈ��I?｢�?｢��｢ネパール女性のしなやかさと たくましさにふれる～写真展.ワ ��ﾙmｩ4�8ｸ�ｲ�(特活)アジア.ボランテ �3��ﾂ�

-クショップ｣ �8��イアセンター 

12 ���ﾈ���?｢粟���演劇rBLASTED(爆風)｣ �7�7H4��ｸ7ﾒ�(特活)アンネフォール �����ﾂ�
～11月21(日) 檀8��ｸ4�5h8x6(7b�ン/ススへ- ス他 

13 ���ﾈ�#�?｢�?｢��フォーラムr伝えたい働き続ける �7ｨ�ｸ8ｲ�働く女性のネットワーク ���9�ﾂ�
魅力～生きる.楽しむ.働く～｣ 劼よこの会｣ 

14 ���ﾈ�#y?｢�7鋳�カイロ+10記念移動セミナー ｢女性の心と身体の健康｣ �<�¥ｨ檍ｶ8��女性と健康ネットワーク 鼎��ﾂ�

15 ���ﾈ�#y?｢�7鋳�｢マツドウイメン｣バク.ヨンス ク講演会 ��X檍ｶ8��サードギャラリーAya �3)�ﾂ�

16 ��(ﾈ紵?｢�7鋳�女性のための自分をほぐすアー トワーク～体を楽しむパントマ ��ﾙmｩ4�7ｨ�ｲ�8ｲ� 悼�ﾂ�

イム&似顔絵イラスト～ 刄g 

17 ��(ﾈ纖?｢盈ｒ�パネルディスカッション｢日本の 男女平等の確立に必要なもの は?間接差別の禁止と選択議定 書の批准とそして-.｣ �6��ｳx4��ｸ7ﾘ985�5�7x爾�耳5��ワ-キンク寸.ウイルス■.ネットワづ 塔��ﾂ�
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月/日 �6X�ｸ7ﾒ�場所 仄hﾜ9�ｨ詹_ｲ�参加者数 (延) 

18 ��ﾈ�#y?｢盈ｒ�｢人の集まる男性講座のつくり 價ｨ�ｨ7H4��ｸ7ﾘ985�5�7x�｢�耳5��コマーシャルの中の男女 涛i�ﾂ�y�ﾂ�
方｣ 剿�р�竄｢直す会 

19 �(ﾈ��9?｢�?｢����8ﾈ緤?｢�?｢��自立の子育て親育ち �(h檍ｶ8��ﾂ�ウイメンズ.メンタルさ ば-と大阪 

20 �(ﾈ���?｢�7鋳�映画｢トントンギコギコ図工の時 倩ｹ*隕�5�5��(特括)関西こども文化協 A Jl 塔��ﾂ�
間｣の上映と女性監督トーク �5x4��

21 �(ﾈ�#�?｢�?｢��疲れていませんか､援助者のあな �7�7H4��ｸ7ﾒ�(特括)心のサポート.ス ��c��ﾂ�
た｢私たちにもサポートが欲しいJ �98�ﾈ5�5�7x耳爾�5��ﾂ�チ-シヨン 

22 �8ﾈ���?｢粟�����あなたは今どこにいるの?キャリ ��ﾙmｩ4�7ｨ�ｲ�8ｲ�フエミナクラブ生活意識 鼎I�ﾂ�
3月25日(金) �4�4�6(7h,ﾈ+ﾘ-�,ﾈ7ﾘ6ﾈ�ｸ7h8�92�侈Hｸh��

23 �8ﾈ��)?｢�7鋳�ファッションと美容とフェミニズ ム～おしゃれになりたい､キレイ になりたい､わたしたち｣ 倩ｹ*隕�5�5��5x4��日本女性学研究会 鼎i�ﾂ�

10　広報事業

ドーンセンターの設置日的､施設概要､主催事業などの周知を図り､センターの利用と事業への参

加を促進するため､ ｢DAWN～おおさか発女と男の情報誌～｣の発行やホームページ

(出如;//www･dawnceniieLBdd)ほか･センター主催事業のチラシ等を作成し､各種媒体を用い広報

活動を行ったD

(1)情報誌『DAWN』 ～おおさか発女と男の情報誌～の作成

ドーンセンターと大阪府と共同編集でドーンセンター主催講座･イベントの案内グループの

活動紹介､センター施設紹介･行政情報等を内容とする情報誌を作成し､都道府県をはじめ府内
外の女性関連施設､市町村女性政策関連行政機臥図書館等に配付した｡
･発行時期　6･9･12･3月

･部　数　20, 000部

･規　　格　A4版12ページ

(2)利用案内パンフレット等の作成

ドーンセンターの設置日的､施設概要､主催事業などの周知を図り､センターの

利用と事業-の参加を促進するため､施設利用パンフレット､センター主催事業の

ちらし等を作成した｡

ll -時保育事業

子育て中の人々の社会参加を促進･支援することを目的として､ドーンセンターの主催事業-の

参加やライブラリー等の利用者を対象に｢こどもの-や｣を設置し､一時保育事業を実施したo

運営にあたっては､民間の保育運営手法を取り入れ､より一層の事業効果を高めるため､公募プロ
ポーザルによって委託したN P O法人関西こども文化協会との協働により事業の活性化に努めた｡

(1)実施内容

①主催事業の一時保育
センター主催事業参加者を対象として､一時保育を実施した｡
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②定期保育
ライブラリー等のセンター利用者を対象として毎週木曜日(午前･午後)と第2 ･ 4

火曜日(午前)に実施した｡
･保育時間(9:30-12:30､ 13:30-16:30)

③ ｢こどもの-や｣の貸し出し

センター施設を利用する団体･グループが保育を実施する場合に､ ｢こどもの-や｣の

貸し出しを行ったo

④保育協力者　　2 2名

保育協力者については､大阪府内の女性関係施設における保育ボランティア養成講座修
了生､保育経験者､保育士･幼稚園教諭等の資格所有者及び資格取得見込み者(学生)

を中心に募集した｡

⑤保育協力者の定例会･研修会
｢こどもの-や｣の自主的な運営を行うため､保育協力者の参加のもと保育活動状況や

｢こどもの-や｣の運営等についての定例会･研修会を月1回程度開催した｡

また研修会については､女性関係施設における一時保育事業の今後のあり方について

府内関連施設の担当者を交え伴に学びあう機会としたo

平成16年11月24日　　参加11施設13名

⑥NPOとの協働事業
委託先のNPO法人関西こども文化協会の持つ専門性を活用し､ ｢こどもの-や｣の活性化

を図るための協働事業を実施し､ ｢こどもの-や｣の周知と一時保育事業の利用促進に努めた｡

･ ｢こどもの-や｣通信の発行

･夏休み特別企画｢こどもの-や｣一般開放｢親子で遊ぼう!友達と遊ぼう!｣

平成16年8月18日･25日　　20組　47名
･子育てセミナー

パートナーと一緒に考える｢お父さんの子育て､お母さんの子育て｣

月日 努��ｷ�7ﾒ�講師 伜����B�

1 祷ﾈ��)?｢��?｢��｢子どもにとって､父親の子 育て参加とは?｣ 傅ﾈﾞ綾�ﾔ�����ｸ�ﾙMY%ｨｯｩ�R�ｧxﾗX蹌饐ｸ支贅��15組 35名 

2 祷ﾈ���?｢��?｢��｢ちょっと気になる子ども の育ちとは?｣ 
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(2) ｢こどもの-や｣の利用状況

主催事業 劔二上で 劔貸出件数3 俘xﾇb�t�ｸt�ｸt"�

開催El.1 剋qども数 兢ｸ支ｺb�|ﾘ尸�B�開催日数② 倡�,x.��B��?｢�]ｸ支ｺb�|ﾘ尸�B�

4月 �����Oo ���031 �2 ���

5月 �"���ﾂ�64 ��821 �16 ����"�121 

6月 澱��#"�12 ����37 � ��22 

7月 釘�田B�29 ��"�20 �21 14 ��"�28 

8月 ������0 ����49 �25 ���3 

9月 釘���R�8 ����24 �20 ��18 

ュo月 迭�湯�8 迭�16 � ��2�27 

lュ月 �"��2�4 湯�18 1418 剴�b�2 

12月 ������0 唐�17 ��ﾂ���B�25 

1月 途���b�ll 湯�26 ����2�21 

2月 免ﾂ��#��10 ����18 ����2 

3月 塔����13 免ﾂ�16 �����2�24 

16年度計 鼎��17｣ �99 ���"�289 �#3b���28 

10年度計 塔2�366 �183 ���"�1275 鉄�2���32�294 

11年度計 鉄��228 �127 ���B�1463 鉄c"�涛R�29 

12年度計 田b�251 �172 ���B�1118 鉄������b�271 

13年度計 都B�336 �190 ��#��869 鼎�R����r�287 

14年度計 �33C���71 ���R�689 �3��唐�282 

15年度計 �3C�CB�� �� ���� 
100 ���2�499 �#s�������26 
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第2　施設の管理

大阪府から委託を受け､ドーンセンターの管理運営を行うとともに府民にホールや

会議室の貸し出しを行った｡

1　来館者数

(単位:人)

＼ ��8�9��ホール等 �8�487H�ｸ8�8ｨ�ｲ�視察 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�合計 ��?ｩ[ﾘｼ��

4月 ��RﾃscR�10,850 迭ﾃ3s��0 ��ﾃCSr�33,442 茶#Y?｢���ﾃ33��

5月 ��RﾃC���ll,256 釘ﾃs�2�18 ��ﾃ3cB�32,831 茶#9?｢���ﾃC#r�

6月 ��rﾃ3sb�12,100 迭ﾃ涛"�25 ��ﾃ��B�37,407 茶#i?｢���ﾃC3��

7月 ��bﾃ�#B�10,770 澱ﾃャ��35 �"ﾃ����36,527 茶#i?｢���ﾃC�R�

8月 ��"ﾃンR�9,850 澱ﾃSSb�66 ��ﾃCsB�30,841 茶#i?｢���ﾃ�ッ�

9月 ��RﾃSc"�9,602 迭ﾃ��2�20 ��ﾃ33B�32,431 茶#I?｢���ﾃ3S��

10月 ��bﾃS���12,080 迭ﾃs�2�150 �2ﾃsSr�38,290 茶#i?｢���ﾃCs2�

11月 ��bﾃS�2�10,901 迭ﾃ�c��9 �"ﾃ3C"�35,003 茶#9?｢���ﾃS#"�

12月 ��2ﾃC3"�9,110 �2ﾃ3cb�10 ��ﾃ#Cb�27,164 茶#9?｢���ﾃ����

1月 ��2ﾃsヲ�9,700 釘ﾃ�3"�19 ��ﾃ3cb�29,706 茶#9?｢���ﾃ#�"�

2月 ��Rﾃ�ィ�10,630 迭ﾃS�R�38 ��ﾃc���32,876 茶#9?｢���ﾃC#��

3月 ��津�#��12,060 迭ﾃピB�50 ��ﾃs�2�38,808 茶#i?｢���ﾃC�2�

16年度計 ��モﾃS���128,909 田Rﾃン��440 �#�ﾃSsR�405,326 茶#的?｢���ﾃ3s��

15年度計 ��ヲﾃS���117,518 都�ﾃ�迭�548 ��津ssb�398,437 茶#妬?｢���ﾃ3Cb�
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2　会議室･ホール等の利用

各種グループが女性の自立並びにあらゆる分野-の参加及び参画を促進する目的を

もって行う学習活動等の催物の開催場所として､ドーンセンターの会議室やホールな

どを貸し出したo

なお､センターの設置目的に支障のない範囲において､府民の健全で文化的な集会

及び催物等の実施に対しても会議室等を貸し出した｡

また､平成14年10月より大会議室及び中会議室､各1室の増設を行った｡

(1)利用状況

G)会議室等の利用率

会議室等(港) 劔ホ-ノレ (%) �6窗7H4��ｸ7ﾘ985ぴ�5�7x�ｨ耳5��３��合計 (%) 

会議室 刎���調理室等 傅ﾈﾇb�

4月 田偵r�40.7 �3r綯�58.8 田����24.0 鉄r�2�

5月 田偵��58.0 鼎R�"�62.4 都"絣�49.3 田"�2�

6月 田r紕�48.1 鼎2綯�59.5 田B���42.3 鉄ゅ��

7月 田B繧�42.9 鼎�繧�56.6 田�絣�44.9 鉄b�2�

8月 鉄�繧�25.0 �3R綯�44.4 鉄r縒�29.5 鼎B�2�

9月 田ゅR�54.9 鼎B紕�61.3 田偵B�54.2 田��"�

10月 田b繧�46.8 鉄"繧�61.2 田偵"�59.0 田�絣�

11月 都8�ｳb�48.6 鉄2���65.4 都����43.5 田R�"�

12月 鉄偵B�34.1 �3r紕�51.4 田"�2�30.4 鉄�纈�

1月 田"�"�47.8 鼎B���56.2 田"�2�20.3 鉄B纈�

2月 田B纈�45.7 鉄�纈�59.7 田2繧�36.2 鉄��ｳ��

3月 田b纈�46.8 鉄r�"�62.4 田r纈�44.9 田��ｳ��

16年度計 田R�2�44.8 鼎R���58.3 田R���40.0 鉄r縒�

15年度計 田"綯�45.0 鼎�纈�55.3 鉄r繧�36.3 鉄h�ｳ"�

②　利用目的別比率

種別 冦ｩ4�>�y駅�３��劍自Lｩy駅��３��
財EEl主催!I座等 �6��&9�ﾂ�その他 俘xﾇb�

会議室等 �"�"�29.1 ��r纈�49.2 鉄�繧�

ホ-ノレ �2�2�6.5 唐���17.8 塔"�"�

ハ○フォーマンス.スへ〇一ス �"���7.1 �3�綯�39.7 田��2�

計 �"�2�27.3 ��r縒�47.3 鉄"縒�
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③　曜日別､時間帯別利用率

種別 剏ﾟ前(%) 佻�2３��夜間(%) 佗b�
(9:30-12:00) 茶�3｣��ﾓ�s｣����(18:00-21:30) 窒R��

A コ言 読 室 等 兌ﾙ?｢�49.5 都��2�45.0 鉄R�2�

土曜 都�絣�91.8 鼎B�2�69.2 

日曜 田����95.2 �#�纈�58.7 

小計 鉄R���79.0 鼎�縒�58.3 

ホ I ノレ 兌ﾙ?｢�61.5 都b���41.7 鉄偵r�
土曜 塔�紕�92.2 鉄"纈�75_2 

日曜 涛B���94.1 �3r�2�75.2 

小計 都�紕�82.0 鼎"纈�65.1 

ハ○フォーマン ス.スヘ'-ス 兌ﾙ?｢�16.7 �#偵r�34.4 �#h�ｳ��土曜 田B縒�84.3 鉄ゅ��69.3 

日曜 田B縒�80.4 �3R�2�60.1 

小計 �32�2�48.0 �3ゅ��40.0 

合計 兌ﾙ?｢�48.6 田偵b�44.3 鉄B�"�

土曜 都�綯�91.4 鼎R紕�69.5 

日曜 田�繧�94.5 �#"�2�59_5 

小計 鉄B繧�77.7 鼎�縒�57.7 

3　視察対応

全国の行政関係､女性団体･グループ及び海外からの視察を受け､センター設立

の趣旨･目的並びに事業概要の説明を行った｡

行政関係 刳e種団体 凾ｻの他 剄㈹v 

件数 ��ﾉ�B�件数 ��ﾉ�B�件数 ��ﾉ�B�件数 ��ﾉ�B�

16年度計 湯�146 免ﾂ�176 ����118 �3��440 

15年度計 ��B�273 澱�216 澱�59 �#b�548 

4　グループ活動の支援等

トンセンターを定期的に利用するグループの活動支援と利用の促進及び交流を

図るため､次のとおり施設の提供等を行った｡
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(1)グループロッカーの設置

グループが学習等の活動を行うために必要な物品を保管するとともに､グループ相互

の情報交換場所として､センター内にグループロッカールームを設け､貸出を行ったo

･利用団休数104団体･グループ(平成17年3月31日現在)

(2)メールボックスの設置

各団体の活動に関する情報交換のための資料等郵便物の配達を受けるため､平成14

年11月より､センター内にメールボックスを設け､貸出を行った0

･利用団体数16団体･グループ(平成17年3月31日現在)

(3)登録団体制度の実施

男女の自立とあらゆる分野-の参加･参画を促進することを目的として､ドーンセ

ンターを定期的に利用するグループを利用者団体として登録し､優先的にセンターを

利用できるよう､一般の利用申込受付に先立って､利用申込を受け付ける制度を実施

したo　･登録団体数182団体,グループ(平成17年3月31日現在)

(4)ワークステーションの運営

ワークステーションに印刷機等の機器類を設置し､団体･グループ等の自主的な活

動のために必要なちらし･資料等の印刷やコピー､木工作業等の軽作業を行うことが

できる無料のスペースを提供した｡

･設置機器　印刷機､コピー機､紙折機､裁断機､製本機､木工電動工具

〈利用状況〉

利用者数(人) �8ﾟﾈｴ�y駅�&9�ﾉ�B�ワープロ利用団体数 

4月 �#C��116 ���

5月 �����76 ���

6月 ��s��108 ���

7月 �#�"�93 ���

8月 �##��118 釘�

9月 ��釘�113 �2�

10月 �#澱�145 ���

11月 ��ィ�118 ���

12月 ��c2�98 ���

1月 �#�b�83 ���

2月 �3���124 ���

3月 �#唐�111 ���

合計 �"ﾃcs2�1,303 湯�

ー45-



(5)情報交換プラザの運営
センター内外で行われる各種行事の情報提供及びグループ活動の交流や情報の交

換が行えるよう､ 1階の情報交換プラザにおいてグループ･団体､行政機関等のち

らしやパンフレット等を配布した｡

府庁関係 俛�9�ﾉWｸﾊr�市町村 ��ﾈ,ﾈ��ｸ5ｨ985��ｲ�自主グルー 俘xﾇb�

16年度 �3���92 鉄ビ�233 塔#��2,122 

15年度 �3#��108 都#B�215 塔コ�2,261 

第3　財団の運営

1　理事会の開催

第35回

第36回

第37回

平成16年4月20日(火)

内　容:理事の選任(変更)について

平成16年6月29日(火)

内　容:平成1 5年度事業報告及び収支決算について

平成1 6年度収支補正予算について

平成17年3月24日(木)

内　容:平成1 6年度収支補正予算について

平成1 7年度事業計画及び平成1 7年度収支予算について

指定管理者制度について

2　ドーンセンター運営推進委員会の開催

ドーンセンターの機能を十分に活用し､有効かつ円滑な事業運営を図るため､ドー

ンセンター運営推進委員会を開催し､種々の意見､提言をいただいた｡

第29回　　　　平成16年6月23日(水)

内　容:平成1 6年度事業計画について

登録団体制度の見直し報告について

新1 0年プランについて

第30回　　　　平成16年12月　3日(金)

内　容:平成1 6年度事業経過及び今後の事業運営について

指定管理者制度について

第31回　　　　平成17年3月　4日(金)

内　容:平成1 6年度事業経過及び平成1 7年度事業計画について

運営推進委員会設置要綱の改正について

利用者団体登録審査部会運営要領について

利用者団体登録要綱改正について

利用者団体登録審査部会員について
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平成16年度
<定8I兼務をFtく>2005_3_31現在 

◎NPOへの全ii委託.◎事*実生委託.③事幸一#至it.⑳自主+手への支浅 

JI+ヰキ �����.��劍ｾiZ｢�色■区分 ���､ﾂ�友棉B�金tB �4月 �5月 �6月 度ﾈ��8月 祷ﾈ��10月 �11月 �12月 ��ﾈ��2月 �8ﾈ��

体格 ��凵｡■※+ �+�ﾓｲ� ��� ���� �� �� �� �� ����29El �4U｣�$X�ｳ���$#�� 

qtI-jj 鉾)'I%99h�)_"荀g�,�-ﾈｴx�馼�����������������剪� ��A ��ヰ会iLi■■■; � �� �� �� �� ��lり ��f)E) �� ��_7 ?'!-1■● ��� 僮(ｼ｣ﾒﾒ� ��A- �� �8仗�x盾辻� �� �� ��78■ �� �� �� �� ��
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参　考　資　料



財団法人大阪府男女共同参画推進財団

設　立　趣　意　書

1975年の｢国際婦人年｣及びこれに続く｢国連婦人の10年｣を契機として､世

界各国では､女性の地位向上や女性に対するあらゆる差別の撤廃に向けての取り組みが

積極的に進められてきました｡

我が国においても､男女雇用機会均等法の制定をはじめ国内関係法の整備を行い､

｢女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約｣を批准するとともに､新国内

行動計画を策定し､女性関係施策を推進しております｡

大阪府においても第1期､第2期行動計画に続き､平成3年9月には第3期行動計画

｢女と男のジャンプ･プラン｣を策定し､知事を本部長とする大阪府女性政策企画推進

本部のもとに女性問題の解決を図るための施策を積極的に推進しております｡

大阪が地球時代にふさわしく､人間と自然の調和を保ち､かつ文化の薫り高い国際都

市-発展していくためには､男女が共に人間として尊重され､性差にとらわれることな

く､豊かな人間関係のなかで､人生のあらゆる段階で支えあうことのできる社会､即ち､

男女の自立並びにあらゆる分野-の対等な参加･参画に基づく男女協働社会を実現する

ことが不可欠でありますo

しかしながら､男女の国定的な役割分担意識はまだ根強く､男女の自立及びあらゆる

分野-の対等な参加･参画を不十分なものとしています｡また､近年における高齢化､

情報化､国際化等の急激な進展により､女性問題に係わる新たな課題が生じてきており

ます｡

男女協働による真に豊かな社会を実現するためには､行政の力だけで達成できるもの

ではなく､民間においても女性問題の解決に向けて社会的な気運の醸成を図るとともに､

企業､民間団体さらには府民一人ひとりが知恵と創意を発揮して積極的な活動を展開す

ることが重要です｡

財団法人大阪府男女共同参画推進財団は､そうした行政並びに府民､民間団体等が連

携した多様な活動を効果的に推進するために中心的な役割を果たすとともに､男女の自

立とあらゆる分野-の対等な参加及び参画を促進するため､情報の収集及び提供に関す

る事業､能力開発に関する事業､女性の抱える問題に関する相談事業､女性の交流の促

進並びに文化及び表現活動の支援に関する事業､調査研究及び啓発学習に関する事業､

女性の健康に関する事業及びドーンセンター(大阪府立女性総合センター)の管理運営

を行うこと等により､男女協働社会の実現に寄与することを目的として設立するもので

あります｡
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財団法人大阪府男女共同参画推進財団

寄　　附　　行　　為

第1章　鑑別

(名称)

第1条　この法人は､財団法人大阪府男女共同参画推進財団と称するD

(事務所)

第2条　この法人は､事務所を大阪市中央区大手前1丁目3番49号に置くo

(日的)

第3条　この法人は､大阪府の区域内において､男女の自立並びにあらゆる

分野-の対等な参加及び参画を促進する事業を行い､もって男女共同参画

社会の実現に寄与することを目的とする｡

(事業)

第4粂　この法人は､前条の目的を達成するため､次に掲げる事業を行うo

(1)女性に関する情報の収集及び提供に関する事業

(2)女性の能力開発に関する事業

(3)女性の抱える問題に関する相談事業

(4)女性の交流の促進並びに文化及び表現活動の支援に関する事業

(5)男女の自立並びにあらゆる分野-の対等な参加及び参画を促進するた

めの調査研究及び啓発学習に関する事業

(6)女性の健康に関する事業

(7)前各号に掲げる事業及び施設の管理運営の受託に関する事業

(8)前7号に掲げるもののほか､この法人の目的を達成するために必要

な事業

第2章　資産､会計及び事業計画

(資産の構成)

第5条　この法人の資産は､次に掲げるものをもって構成する｡

(1)設立当初の財産目録に記載された財産

(2)寄附金品

(3)資産から生ずる収入

(4)事業に伴う収入

(5)その他の収入
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(資産の種別)

第6条　資産は､基本財産及び運用財産の2種とするo

2　基本財産は､次に掲げるものをもって構成する｡

(1)設立当初の財産目録中基本財産の部に記載された財産

(2)基本財産とすることを指定して寄附された財産

(3)理事会において運用財産から基本財産に繰り入れることを議決した

財産

3　運用財産は､基本財産以外の財産とする｡

(資産の管理)

第7条　資産は､理事長が管理し､その方法は､理事会の議決を経て､理事

長が別に定める

2　基本財産のうち現金は､郵便官署若しくは確実な金融機関に預け入れ､

信託会社に信託し､又は国債､公債その他確実な有価証券に換えて保管し

なければならない｡

(基本財産の処分の制限)

第8条　基本財産は､これを処分し､又は担保に供することができない｡

ただし､この法人の事業遂行上やむを得ない理由があるときは､理事会に

おいて､理事数の4分の3以上の同意を得､かつ､大阪府知事の承認を得

て､その一部を処分し､又はその全部若しくは一部を担保に供することが

できる｡

(軽費の支弁)

第9条　この法人の経費は､運用財産をもって支弁する｡

(事業計画及び予算)

第10条　この法人の事業計画及び予算は､理事長が作成し､毎会計年度開始

前に理事会の議決を得なければならないD　これを変更する場合も同様とす

る｡

(暫定予算)

第11条　前条の規定にかかわらず､やむを得ない場合により予算が成立しな

いときは､理事長は､予算成立の日まで前年度の予算に準じ収入支出する

ことができる｡

2　前項の収入支出は､新たに成立した予算の収入支出とみなす｡

(事業報告及び決算)

第12条　理事長は､毎会計年度終了後3カ月以内に､事業状況報告書､収支

計算書､正味財産増減計算書､貸借対照表及び財産目録等を作成し､監事
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の監査を経て､理事会の承認を得なければならないo

(長期借入金)

第13条この法人が資金の借入れをしようとするときは､会計年度の収支を

もって償還する短期借入金を除き､理事会において理事数の3分の2以上

の同意を得､かつ､大阪府知事の承認を得なければならないo

(会計年度)

第14条この法人の会計年度は､毎年4月1日に始まり､翌年3月31日に

終わるo

第3章　役員

(種別)

第15条この法人に､次に掲げる役員を置く｡

(1)理事長　　1人

(2)専務理事　1人

(3)理事(理事長及び専務理事を含むo)

10人以上20人以内

(4)監事　　　　2人

(選任)

第16条理事及び監事は､理事会において選任し､大阪府知事の承認を得る

ものとする｡

2　理事長は､理事の互選により定める｡

3　専務理事は､理事会の同意を得て理事長が指名する0

4　理事及び監事は､相互に兼ねることができないo

5　理事のいずれかを1名とその親族その他の特別の関係にある者の合計数

は､理事数の3分の1を超えてはならない｡

6　監事は､相互に親族その他の特別の関係にある者であってはならない｡

(職務)

第17条理事長は､この法人を代表し､業務を統括する｡

2　専務理事は､理事長を補佐し､日常の業務を処理し､理事長に事故があ

るとき又は理事長が欠けたときは､その職務を代行する｡

3　理事は､理事会を構成し､業務を議決し､執行する｡

4　監事は､次の職務を行う｡

(1)法人の財産の状況を監査すること｡

(2)理事の業務執行の状況を監査することo

(3)財産の状況又は業務の執行について不正の事実を発見したときは､
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これを理事会及び大阪府知事に報告すること｡

(4)前号の報告をするため必要があるときは､理事会を招集すること｡

(任期)

第18条役員の任期は､ 2年とする｡ただし､再任を妨げない｡

2　補欠又は増員により選任された役員の任期は､前任者又は現任者の残任

期間とする0

3　役員は､辞任又は任期満了の後においても､後任者が就任するまでは､

その職務を行わなければならない｡

(解任)

第19粂役員が次の各号のいずれかに該当するときは､理事会において､理

事数の4分の3以上の議決により､これを解任することができる｡ただし､

理事会において､その役員に対し､議決の前に弁明の機会を与えなければ

ならない｡

(1)心身の故障のため､職務の執行に堪えられないと認められるときo

(2)職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったと

認められるとき｡

(報醐等)

第20条役員は､無給とする｡ただし､常勤の役員は､有給とすることがで

きる｡

2　役員には費用を弁償することができる｡

3　前2項に関し必要な事項は､理事会の議決を経て､理事長が定める｡

第4章　理事会

(構成)

第21条理事会は､理事をもって構成する｡

(権能)

第22条理事会は､この寄附行為で別に定めるもののほか､この法人の運営

に関する重要な事項を議決する｡

(種類及び開催)

第23条理事会は､通常理事会と臨時理事会の2種とする｡

2　通常理事会は､毎年2回開催する0

3　臨時理事会は･次の各号のいずれかに該当する場合に開催する｡

(1)理事長が必要と認めたとき｡

(2)理事数の3分の1以上の理事から会議の目的を記載した書面によって
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開催の請求があったとき｡

(3)監事が第1 7条第4項第4号の規定により､召集したとき｡

(召集)

第24粂　理事会は､理事長が招集するD　ただし､前条第3項第3号の規定に

よる場合は､監事が召集する｡

2　理事長は､前条第3項第2号の規定による請求があったときは､その日

から1 4日以内に臨時理事会を招集しなければならない0

3　理事会を招集するときは､会議の日時､場所､目的及び審議事項を記載

した書面をもって､少なくとも7日前までに通知しなければならない｡

(議長)

第25条　理事会の議長は､理事長が当たる｡

(定足数)

第26条　理事会は理事数の3分の2以上の出席がなければ開会することが

できない｡

(議決)

第27条　理事会の議事は､この寄附行為で別に定めるもののほか､出席した

理事の過半数をもって決し､可否同数のときは､議長の決するところによ

る｡

(書面表決等)

第28条　やむを得ない理由のため､理事会に出席できない理事は､あらかじ

め通知された事項について､書面をもって表決し､又は他の理事を代理人

として表決を委任することができる0

2　前項の場合における前2条の規定の適用については､その理事は出席し

たものとみなす｡

(議事韓)

第29条　理事会の議事については､次の事項を記載した議事録を作成し､こ

れを保存しなければならないo

(1)日時及び場所

(2)理事数

(3)出席した理事の数及び氏名(書面表決者及び表決委任者については､

その旨を記載すること｡)

(4)審議事項及び議決事項

(5)議事の経過の概要及びその結果

(6)議事録署名人の選任に関する事項
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2　議事録には､その会議において出席した理事の中から選任された議事録

署名人2人以上が､議長と共に署名押印しなければならない｡

第5章　委員等

(設置)

第30条　本財団に､第4条に定める事業の円滑な促進を図るため､必要に応

じ､委員を置き､又は委員会を設置することができる｡

2　委員の選任､委員会の設置､運営その他必要な事項は､理事会の同意を

得て､理事長が別に定める｡

第6章　事務局

(設置)

第31条　この法人の事務を処理するため､事務局を置く｡

2　事務局には､事務局長その他の職員を置く｡

3　事務局の職員は､理事長が任免する｡

4　事務局の組織及び運営に関し必要な事項は､理事会の議決を経て､理事

長が別に定めるo

(書類及び帳簿の備付け)

第32条　事務所には､次に掲げる帳簿及び書類を常に備えておかなければな

らない｡

(1)寄附行為

(2)理事､監事及び職員の名簿及び履歴書

(3)許可､認可等及び登記に関する書類

(4)寄附行為に定める機関の議事に関する書類

(5)収入､支出に関する帳簿及び証拠書類

(6)資産､負債及び正味財産の状況を示す書類

(7)その他必要な帳簿及び書類

第7章　寄附行為の変更及び解散

(寄附行為の変更)

第33条　この寄附行為は､理事会において理事数の4分の3以上の同意を得､

かつ､大阪府知事の認可を得なければ変更することができないo

(解散)

第34条　この法人は､民法第68条第1項第2号から第4号までの規定によ

るほか､理事会において､理事数の4分の3以上の同意を得､大阪府知事
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の承認のあったとき解散する｡

(残余財産の処分)

第35条解散後の残余財産は､理事会の議決を経て､大阪府知事の許可を得､

この法人と類似の目的を有する公益法人又は大阪府に寄附するものとする｡

第8章　雑則

(委任)

第36条この寄附行為の施行について必要な事項は､寄附行為に定めるほか､

理事会の議決を経て､理事長が別に定める｡

附則

1この寄附行為は､この法人の設立許可のあった日から施行する0

2　この法人の設立当初の役員は､第16条第1項から第3項の規定にかか

わらず､設立者の定めるところとし､その任期は､第18粂第1項の規定

にかかわらず､平成8年3月31日までとする｡

3　この法人の設立初年度の事業計画及び予算は､第10条の規定にかかわ

らず､設立者の定めるところによる｡

4　この法人の設立初年度の会計年度は､第14条の規定にかかわらず､設

立許可のあった日から平成7年3月31日までとする｡

附則

(施行期日)

1この寄附行為は､平成6年9月1日から施行する｡

2　この寄附行為は､平成15年4月1日から施行する｡
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財団法人　大阪府男女共同参画推進財団役員名簿

平成17年3月31日現在 

役員名 冩��Ykﾂ�

理事長 倬陏ｩ/X自��大阪府理事 

理事 �I�ｨ椹�2�大阪府教育委員会委員 

理事 ��:������阪南中央病院産婦人科科長 

理事 侏ﾈ�)4�&｢�大阪府生活文化部長 

理事 �ﾙ>�ｻ��驟��読売新聞大阪本社取締役編集局長 

理事 �ﾙ�ｩu(���大阪労働局雇用均等室長 

理事 冉ｸ�(ｷhﾆ"�公認会計士 

理事 俚):�tiOﾈ���サントリー次世代研究所部長 

理事 �'ﾉ(hﾆ)Oﾈ���大阪市立大学名誉教授 
大阪府立女性総合センター館長 

理事 �&凩���ﾕﾒ�弁護士 

理事 �HﾋHﾕx���環境造形作家 

理事 ����8福�(社福)大阪ボランティア協会事務局長 

理事 亊ｸ�(ﾘ(謦�大阪女子大学学長 

理事 偬ID8ﾜYh8���帝塚山学院大学教授 

理事 伜)gｸﾉｸ���関西経営者協会専務理事.事務局長 

監事 �88ﾏｸﾏh���大阪府副出納長兼出納室長 

監事 凩�ｴ儖ﾉ�2�公認会計士(あずさ監査法人) 
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ドーンセンター運営推進委員会設置要綱

(設置)

第1条　大阪府立女性総合センター(ドーンセンター(以下｢センター｣という｡))の機能

を十分に活用し､有効かつ円滑な事業運営を図るため､センター館長(以下｢館長｣というo)

の下にドーンセンター運営推進委員会(以下｢委員会｣という｡)を置く｡

(所掌事務)

第2条　委員会は､センターの円滑な事業運営に関して意見及び提言を行うo

(租按)

第3条　委員会は､館長が学識経験者､団体･グループ､利用者等の中から委嘱した委員をも

って組織する0

2　委員会に､座長及び副座長をおく｡

3　座長は､委員の互選により選任し､副座長は､座長の指創こよる.

4　座長は､委員会を代表し､会務を総括する｡

5　副座長は､座長を補佐し､座長に事故あるときは､その職務を代理するo

(任期)

第4条　委員の任期は､ 2年とする｡ただし､補欠の委員の任期は､前任者の残任期間とするo

(召集)

第5条　委員会は座長が招集し､座長がその議長になる｡

(報酬)

第6条　委員は無報酬とする｡ただし､委員には別に定めるところにより費用を弁償す

ることができる｡

(部会)

第7条　センターの事業運営に関し､財団理事長から館長を経由して意見を求められた事項を

審議するため､委員会に部会を置くことができる｡

2　部会員は委員の中から館長が指名する｡

(庶務)

第8条　委員会の庶務は､財団法人大阪府男女共同参画推進財団事務局において行う｡

(委任)

第9条　この要綱に定めるもののほか､委員会の運営に関して必要な事項は､館長が定める｡

附則

この要綱は､平成1 5年4月1日から施行する｡

附則

この要綱は､平成1 7年1月1日から施行する0
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ドーンセンター運営推進委員　　　平成1 7年3月3 1日現在

氏名 冩��Ykﾂ�備考 

高田昌代 ���ｸ�8ｬXﾎﾉ�Xｧxｻ8�握XﾎﾈｧyYB��座長 

竹川幸子 兢佩ﾈ贅�副座長 

荒金雅子 忠iR�8�487H4ﾈ888ｨ4�6h5X4892�4�5ﾈ5h4x4869�9Uﾈ靖/yo�� 

伊田久美子 ��Xﾞ8����Xｧy�ﾉ[h��檍ｧyYHｻ8�� 

大谷恵子 �.h+�,ﾈ橙� 

伍賀借子 宙ﾞ���Xﾞ8��檍暮:霄h檠�ｩk�yﾘ饕� 

小林敏子 俘)~竟�檍/�.h*ﾘ+x.傚y�ｸ,ﾈ橙��Xﾞ2� 

小山琴子 �*�/�,�,ﾉmｨ,Y�Xﾞ8,ﾈ･�/���.��� 

正路怜子 �8��ｸ4ﾈ984�4X488�985定6ﾈ6(6x8��ｸ4�� 

田中京子 �*�?ｩ�i[xｴﾈ�"� 

中村彰 �8�985�5ｨ985��ｲ� 

西尾みさ子 泌����ﾈｭi�ﾈ+�,x.�[h嶌ｺh橙� 

西山雅裕 �5h8X5�486��ｸ/�ｧx-H檍ｭi�ﾂ� 

弘本由香里 ��Xﾞ84ｸ5�ｨ4x6ﾈ8ｸ4ﾘ�ｲ饉h嶌ﾊHｸh�ｷ�醜ﾊHｸh蹴� 

堀久美 汎T�膓B� 

宮本由起代 ��Xﾞ9�8,ﾈ5H7ﾈ�ｸ6x5ｨ985��ｲ� 

森実 ��Xﾞ8ｻ8孜�Xｧxｻ8支ｧyYH�ｻ8�� 

森野啓子 �,�,�.ﾘ,(+�ﾈ��ｨｺhｶ8橙� 

森屋裕子 ��(､X��ｸ檍ｶ86ﾈ6(6x8��ｸ4隴i�ﾂ� 

本多利子 凩X���9yﾘ贓�Xﾞ9Wｸｻ8支5ｨ985��ｸ4ｨ4X985ｨ8��ｲ� 
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大阪府立女性総合センター条例

(設置)

第1条　女性の自立並びにあらゆる分野-の参加及び参画を促進し､もって男女共同参

画社会の実現に資するため､大阪府立女性総合センター(以下｢センター｣という｡)

を大阪市中央区大手前1丁目に設置する｡

(事業)

第2条　センターは､次に掲げる事業を行う｡

(1)　女性の抱える問題に関する相談を行うこと｡

(2)　女性に関する情報の収集及び提供を行うこと｡

(3)女性の自立並びにあらゆる分野-の参加及び参画を促進するための講習会､講

演会､催物等を開催すること｡

(4)　センターの施設を前号に規定する講習会､講演会､催物等の開催の用に供する
こと｡

(5)　前各号に掲げるもののほか､前条の目的を達成するために必要なこと｡

2　センターは､前項各号に掲げる事業を行うほか､前条の目的の達成に支障のない限

り､その施設を府民の健全で文化的な集会､催物等の利用に供することができる｡

(管理の委託)

第3条　知事は､センターの管理に関する事務のうち､センターの利用､事業の運営及

び施設の維持に関する事務を財団法人大阪府男女共同参画推進財団に委託することが

できる｡

(利用料金)

第4条　知事は､前条の規定によりセンターの管理の委託を受けた者(以下｢管理受託

者｣というo)にセンターの利用に係る料金(以下｢利用料金｣という｡)を当該管

理受託者の収入として収受させることができる｡

2　前項の規定により利用料金を管理受託者に収受させる場合においては､センターを

利用しようとするものは､当該管理受託者に利用料金を支払わなければならないo
3　前項の利用料金の額は､管理受託者が次の各号に掲げる場合の区分に応じ､当該各

号に定める額の範囲内で定めるものとする｡ただし､駐車場の利用料金の額は､別表

に掲げる金額の範囲内で定めるものとする｡

(1)利用者が第1条の目的のために利用する場合､別表に掲げる金額

(2)前号に掲げる場合以外の場合､別表に掲げる料金に2を乗じて得た額
4　前項の場合において､管理受託者は､あらかじめ利用料金の額について知事の承認

を受けなければならないoその額を変更するときも､同様とする0
5　知事は､前項の承認をしたときは､その旨を公示しなければならない｡

6　管理受託者が既に収受した利用料金は､還付することができない｡ただし､管理受

託者は､知事が別に定める基準に従い､利用料金の全部又は一部を還付することがで

きる｡

7　管理受託者は､知事が別に定める基準に従い､利用料金を減額し､又は免除するこ

とができる｡

(規則への委任)

第5条　この条例に定めるもののほか､センターに関し必要な事項は､規則で定める｡

附則
この条例は､平成1 5年4月1日から施行する｡
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大阪府立女性総合センター条例施行規則

(趣旨)

第1条　この規則は､大阪府立女性総合センター条例(平成6年大阪府条例第1号｡以

下｢条例｣という｡)第4条第6項ただし書及び第7項並びに第5条の規定に基づき､

大阪府立女性総合センター(以下｢センター｣という｡)の管理に関し必要な事項を

定めるものとする｡

(開館時間)

第2条　センターの開館時間は､午前9時30分から午後9時30分までとする｡ただ

し､知事は､特別の理由があると認めるときは､開館時間を臨時に変更することがあ

るo

(休館日)

第3条　センターの休館日は､次に掲げる日とする｡ただし､知事は､特別の理由があ

ると認めるときは､休館日を変更し､又はこれらの休館日以外の休館日を臨時に設け

ることがある｡

1　月曜日

2　国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第178号)に規定する休日(1月1

日を除く｡以下｢休日｣という｡) (その日が土曜日､日曜日又は月曜日に当たる

ときは､その日後最初に到来する平日(土曜日､日曜日､月曜日及び休日以外の日

をいう｡)

3　12月29日から1月3日までの日

(利用の制限)

第4条　センターを引き続き7日を超えて利用し､又は同じ月のうち7日を越えて利用

することはできない｡ただし､駐車場を利用しようとするとき､又は知事が特別の理

由があると認めるときは､この限りでないo

く利用の申込み)

第5条　センターを利用しようとするものは､利用申込書(別記様式)を知事に提出し､

その承認を受けなければならない｡

2　前項の規定にかかわらず､センターの駐車場を利用しようとする者は､知事が別

に定める利用券の交付による承認を受けなければならないo

(利用料金の還付の基準)

第6条　条例第4条第6項ただし書の知事が別に定める基準は､次の各号に掲げる場合
の区分に応じ､当該各号に定める額を還付することができることとする｡

1天災その他前条の規定により利用の承認を受けたもの(以下｢利用者｣という｡)

の責めに帰することのできない理由によりセンターを利用できない場合で条例第4

条第1項に規定する管理受託者(以下｢管理受託者｣という｡)が適当と認めるとき

条例第4条第1項に規定する利用料金(以下｢利用料金｣というo)に相当する額

2　利用者が利用の申込みを取り消した場合において､センターの施設の利用状況及び

利用形態に応じて施設の有効な活用に支障がなく､管理受託者が適当と認めるとき

利用の申込みの取り消しの時期に応じて管理受託者が適当と認める額
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(利用料金の漉免の基準)

第7条条例第4条第7項の知事が別に定める基準は､次の各号のいずれかに該当する

場合に､利用料金を減額し､又は免除することができることとするD

l　天災その他緊急事態の発生により､避難し､又は待機する場所として､国又は地方

公共団体がセンターを利用する場合で管理受託者が適当と認めるとき0

2　次に掲げる者が運転し､又は同乗する自動車についてセンターの駐車場を利用させ

る場合で管理受託者が適当と認めるときo

ィ　身体障害者福祉法(昭和24年法律第2 8 3号)第1 5条第4項の規定による身

体障害者手帳の交付を受けている者
口　精神保健及び精神障害者福祉に関する法律(昭和2 5年法律第1 2 3号)第4 5

条第2項に規定による精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者
ハ　知的障害のある者と判定されて､療育手帳の交付を受けている者

3　前2号に掲げるもののほか､利用者間の均衡を失しない範囲内において管理受託者

が適当と認めるとき｡

(転貸等の禁止)

第8条利用者は､利用の承認に基づく権利を譲渡し､又は他人に利用させてはならな
い｡

(利用の乗記の取り消し等)

第9条　知事は､利用者が次の各号のいずれかに該当する場合は､センターの利用の承

認を取り消し､又はその利用を制限し､若しくは停止させることがあるo

l　センターの利用の申込みに偽りがあったとき｡

2　他の入館者に危害若しくは迷惑を及ぼし､又はそのおそれがあるとき0

3　センターの建物若しくは設備を損傷し､若しくは汚損し､又はそのおそれがある

とき｡

4　条例又はこの規則の各条項に違反したとき｡

5　前各号に掲げるもののほか､センターの管理上支障があると認められるときo

(入館の制限等)

第10条　知事は､次の各号のいずれかに該当する者に対しては､入館を禁止し､又は

退館を命ずることがある｡

1前条第2号又は第3号に該当する者

2　知事の許可を受けないで､寄附金の募集､物品の販売､商品､行事等の宣伝その

他これらに類する行為をした者

3　前2号に掲げる者のほか､センターの管理上支障があると認められる者

(損傷等の届出)

第11条　入館者は､センターの建物又は設備を損傷し､又は汚損したときは､直ちに

その旨を係員に届け出て､その指示を受けなければならない｡

附　則

この規則は､平成1 4年4月1日から施行するo
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